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ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
大
量
被
害
不
法
行
為
訴
訟
へ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
の
拡
大

ケ
ラ
ス
川
淵
告
賠
償
ク
ラ
ス

ア
ク
シ
ョ
ン
を
小
心
と
し
て

t来

干Jj

IJ: 

/ti 

,-
t」

じ

わ
が
恥
J

P

い
お
レ
て
も
、

ア
ス
ベ
ス
？
に
よ
る
人
体
へ
の
被
害
が
強
ぐ
認
識
大
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
乙

f
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は

の
抽
怖
の
町
出
を
い
司
で
L

九
八
ハ
J
h

代かドワ一、

裁
判
実
砕
け
は
校
放
し
て
い
る

」
心
開
店
の
利
市
山
氏
係
人
柄
一
忙
の
利
害
調
整
は
、
、
土
J

し
こ
、
長
判
断
が
也
～
J

す
よ
と
い
っ
て
も
過
一
ど
に
は
な
か
ろ
う
…

こ
れ
に
対
し
一
、
、
ヘ
勺
メ
っ
く
わ
が
凹
で
は
、
こ
う
し
ヒ
殺
害
Z
～

の
み
を
一
旭
日
午
、
な
さ
れ
る
可
能
性
h
伐
い
「

応
わ
れ
る
v

訴
訟
が
あ
る
い
は
可
伝
が
重
安
な
役
割
を
来
た
す
こ
と
に
と
る
L
Y

は
一
は
え

か
の
一
地
と
は
ア
ブ
ョ

l
チ
け
や
呉
h
h
る
叶
－
m

川
聞
が
古
川
レ
c

そ
れ
で
は
、
な
ポ
ミ
の
よ
ム
な
泣
い
が
片
じ
る
の
か

つ
に
は
、
ア
£
汀
力
次
に
は
、

ク
ラ
ス
－
Jγ

ク、
J

ョ
〉
と
い
ス
一
ア
川
イ
ス

か
存
在
す
る
こ

r
で
あ
る
〉
ご
の
糾
交
の
存
在
に
－
o

）
、
ー
は
判
所
が
被
宍
者
紋
治
か
γ
村
つ
第
線
と
仕
る
ハ
予
」
幻
」
と
自
作
を
白
山
一
的
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に
と
ら
え
て
k
い
か
は

ま
た
別

c…
町
民
で
為
ろ
う

法
政
恥
に
と
っ
日

わ
が
凶
C
H
一
い
理
論
、

し
か
し
、
引
の
地
心
ア
プ
ロ
ー
チ
日

安
正
な
示
峻
を
ιJ
え
る
叫
能
性
は
，
内
定
て
き
た
い
よ
共
に

ruわ
れ
る
。

か
つ
て
、
筆
者
は
、

一
昨
、
町
、
式
』
ぺ
こ
と
が
あ
る
「
そ
こ
で
砕
認
さ
れ
た
こ
と
は
つ
ぎ
の
通
り
て
あ
っ
z
y
h
v

ー
ず
、
人
守
口
た
凹
い
お
い
て
、
損
害
防
償
ク
ラ
ス
’
v

札
E

ハ
六
代
に
お
け
る
連
邦
「
式
事
訴
訟
規
則
改
守
山
口
〉
ク
フ
ス
ア
ヶ
ン
ョ
ン
の
運
用
状
記
に
つ
い
て

夕、
γ
ョ
ン
出
品
制
の
実
羽
が
刻
得
さ
れ
る
玄
一
階
の
あ
る
こ
と
ご
あ
る
ν

百
な
や
ゴ
？
日
ゾ
パ
諸
国
と
異
な
れ
＼
行
政
へ
の
I

ス

小
じ
に
す
る
傾
向
古
野
く
、

ま
た
、

行
政
機
関
の
よ
U

一
つ
山
官
泌
が
分
で
仕
U

場
ふ
い
が
ち
一
い
w

乙
が
4
4
日
の
つ
で
あ
る
。
少
傾
多
数
被
L
M

の
事
例
に
お
い
て
は
、
そ
の
た
め
、
行
政
際
関
に
依
点
い
ず
J

ムゴ一

ι；
か
で
き
ず

い相
J

百
賠
償
勺
ソ
ヮ
、
・
ア
ク
シ
ー
ン
に
頼
ら
ざ
る
J
V
一
得
ヨ

い
側
面
が
あ
る
n

こ
の
句
、
非
’
円
相
刊
の
巨
体
に

d
q詐
訟
辺
行
を
t
h

リ
一
ね
る
一
じ
と
も
、
限
界
引
干
し
f

仕
す
る
U

政
治
的
パ
／
！
？
ス
な
受
け

る
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
L
も
欠
子
中
止
な
存
ん
は
で
は
店
、
し
、
他
十
り
で
さ
ま
ざ
ま
は
苧
じ
い
に
刻
山
ず
る
だ
け
の
分
な
資
力
を
冷
っ
こ

と
も
諜
し
レ
ι

ど
の
〈
仏
円
到
津
は
有
立
す
る
の
で
お
る
c

し
か
し

方
で
、
犯
者
胎
償
ク
ソ
ス
ア
ク
シ
ョ
J

に
よ
る
規
制
三
文
現

を
望
む
者
L
I
b
不
安
は
あ
る
二
払
ん
に
よ
る
規
判
刀
実
現
は
、

と
れ
わ
け
一

υ大
法
付
事
務
手
ー
に
ょ
っ
と
拘
わ
れ

現
支
に
は
、
ム
パ
蕊
士
、

て
い
る
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
へ
ケ
ラ
ス
・
ア
ク
ン
3

〆
に
は
英
介
、
在
費
市
と
リ
ス
ク
出
発
年
し
、
そ
れ
に
耐
え
る
三
と
の
で
き
る

ャ
h
μ
J」
什
υ
山
J
M

ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
る
）
二
》
っ
し
ょ
い
町
岩
賠
償
ク
ワ
ス
・
ア
ク
ン
ョ
ン
の
会
践
的
イ
〆
ゼ
ン
マ
イ
ウ
ノ
が
も
七
ら
す
も
の
は

判
、
伊
丹
一
台
市
恥
凹
の
経
験
か
っ
見
れ
は
、
そ
れ
は
ク
ラ
ス
ア
ク
ン

yJの
多
九
五
と
多
様
化
で
ふ
る
J

れ
や
協
は
、
守
山
こ
で
門
及
で
き
な
か
っ
た
、

ク
ツ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
遊
山
首
（
伐
の
拡
大
台
取
り
げ
る
っ
同
一
部
川
民
事
訴
訟
況
引
制
定

以
前
で
日
き
わ
め
て
阪
ど
的
で
あ
っ
た
ク
ラ
ス
・
F

ク
シ
一
ア
に
か
、

九
ヘ
ハ
ヰ
規
則
改
正
以
降
、
爆
早
川
的
に
弘
ト
ド
ザ
、
一
捕
1

々
の
問
問

I
P
1
3」
〕
め
て
い
る
じ
こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
う
ソ
ス
・
ア
夕
、
γ
一
コ
ン
弁
護
？
に

の
関
わ
も
で
あ
る

Z

こ
か
、
コ
バ
じ
る

同
志
ワ
を
浮
き
彫
り
に
1
1

ク
ラ
ス
・
ア
ク
ン
ロ
ン
に
対
す
る
法
相
川
を
深
め
る
」
こ
が
、
本
山
析
の
ね
ら
い
の
コ
で
あ
る
。

検
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以
F
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
む
新
的
な
ケ
フ
ス
ア
ク
シ
口
、
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
や
（
位
認

L
t役、

む
よ
う
に
人
丑
被
古
不

K
行
為
訴
訟
ヘ
拡
大
さ
れ
ー
に
か
を
順
に
線
認
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
問
題
点
中
取
け
上
げ
乞
い

フメノフJYエこ、泣ける大，~j，~ r；ィ、itffノ占二elfcl：へのク巧ス ソクンヲノむ吋l；六

ア
メ
円
ゾ
カ
法
に
お
日
る
伝
統
的
な
ク
ラ
ス
・
ア
ケ
r

シ
ゴ
ン
一
心
パ
ラ
ダ
イ

タ
フ
ス
・
ア
ク
ン
ョ
ン
の
山
崎
ル
マ
ル
の
市
「
〕
出
は
、
司
十
世
の
桂
木
団
訴
訟
に
ま
で
北
る
こ
と
一
が
で
き
、
長
い
家
系
凶
γ一
持
っ
と

ア
え
］
ノ
方
法
に
お
け
る
ク
ラ
ス
・
γ
ノ
ク
ン
ヨ
／
は
、
イ
ギ
け
ス
汁
店
の
作
人
目
訴
訟
の
形
不
を
継
受
】
〆
つ
つ
ー
へ
ん

fu、
低
自
の
畏
聞
を
完

ノ
の
き
っ
か
け
ζ

ヨ
コ
た
と
日
山
h
u

れ
令
の
は

え
一
ヘ

4
の
述
日
州
民
事
訴
訟
川
崎
則
の
制
公
で
あ
る
。
こ
の
川
崎
則

』
｝
て
い
る
」
そ
の

の
成
立
〔
円
、
仇
っ
て
コ
モ
ン
ロ
ー
と
i

ク
イ
ア
ィ

こ
の
二
と
は
、
そ
れ
ま
と

ζ

し
て
ヱ
ク
イ
一
フ
f
心
領
域
に
お

い
て
は
さ
れ
℃
き
ゅ
人
ク
↓
ブ
ス
・
ア
ク
J
J

ョ
〆
ん
と
め
く
る
市
誌
が
、
そ
の
お
杭
J

Y

拡
十
へ
「
｝
白
こ
と
を
広
味
し
丈
。
も
っ
と
も
、
当
時
け
山
連

一
条
は
、
あ
く
ま
で
も
一
一
J
川
相
法
一
ー
ゎ
一
九
時
ル

l
ル
に
か
か
わ
る

4
〕

も
刀
亡
あ
り
、
一
実
体
法

A

の
権
利
に
正
て
変
史
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
、
と
坪
解
し
て
い
？
た
よ
う
で
あ
る
し
ヲ
」
の
？
に
め
、
ク

邦
民
訴
呪
引
の
起
芋
者
ら
は
、

ク
ラ
ス
・
ア
ク
ン
ゴ
ン
に
河
内
FJ
る

ソ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
吋
象
と
な
る
権
利
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
明
ら
炉
て
は
な
か
っ
た
っ

E
れ
ゆ
え
、

ク
ラ
ス
a

ア
々
、
γ
ョンしど

し
こ
寄
埋
さ
わ
る
べ
託
事
件
の
類
型
が

で
の
実
務
mv
諸
積
に
お
A

コ
い
て
八
一
刷
じ

こ
の
こ
と
か
ら
、
二
一
条
に
侭
（
て

孔
丈
化
一
に
す
、
さ
L
J
R
ρ

と
、
も
一
日
わ
れ
た
む

l

J

t

、

1
1

一
：
：

は
、
込
山
J

山
一
亦
規
則
制
定
に
よ
る
1

改

ut
て
は
な
く
、
川
氏
誌
の
究
務
（
り

一
条
は
、
そ
の
刻
型
心
岡
崎J
U

吹
さ
ゆ
え
、
裁
判
所
山

E
っ
C
機
能
的
で
と
か
っ

は
な
y
＼
ぞ
れ
乞
心
中
し
巴
υ
て
る
測
の
弁
円
高

に
も
足
乱
ど
す
も
た
ら
し
ん
勺
ふ
れ
ま
で
エ
ク
イ
テ
ィ
の
制
域
で
の
み
前
設
δ
れ、

見
出
さ
れ
る
明
〆
刈
J
3
2
ざ「
J

多
く
は
仕

品
川
ヲ
？
に
と
円
わ
れ
て
い
z
l
h

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

九
一
八
午
述
邦
民
訴
胤
則
に
よ
り
、

ク
ラ
ス
・
ア
ク
ン
ョ
シ
ピ
不
慣
れ
な
弁
護
士
、
り

に
一
。
り
提
が
さ
れ
千
人
事
件
数
ド
博
人
司
〆
た
の
て
あ
う

ニ
弓
し
亡
、
T
7
M

九
九
六
r
け
ー
の
改
正
へ
と
紫
が
る
こ
と
と
z
d
る。
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民
知1
c .. 
T出
η 

九
ー
ハ
六
円
炉
一
法
印
ベ
一
河
川
市
山
山
一
二
条
改

ι
に
上
旬
、
五
F

止
の
ケ
ラ
ス
・
ア
ク

γ
ョ
〆
心
形
パ
刊
J

整
ゾ
つ
ら
れ
に
ν

一院一味

だ
ー
さ
れ
た

一
条
の
事
件
類
別
れ
に
関
す
る
崎
沖
？
と
攻
め
る
｝
と
が
そ
り
つ
の
口
門
的
で
あ
う
た
一
、
？
と
が
指
摘
さ
れ
と
い

」
心
改

ご
い
よ
り

何
が
ん
こ
7

ス
・
ア
ク
ン
ョ
シ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ポ
れ
か

と
い
う
判
断
に
つ
い
て
裁
川
円
刈
に
か
か
る
釘
棺
刊
は

γに
〈
ヘ
ホ

る
け
ず
で
あ
っ
た

L
か
v
二
現
実
に
は
ク
↑
ノ
ス
ア
ク
シ
ー
ン
の
事
件
数
が
明
大
に

一
九
九
（
リ
咋
代
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
問

帽叫が

f
ム
品
山
吉
年
勺
起
き
れ
z人

そ
の
人
九
州
呆
、
近
時

九
一
ハ
ハ
介
i

当
時

さ
の
玄
凶
が
論
、

γ
つ
れ
る
き
J

に
な
〉
た

ず
伝
わ
ち

九
六
六
’
寸
改
花
ピ
お
い
て
は
、
私
人
に
よ
る
規
制
の
実
現
が
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ヲ
シ
の
川
口
的
の
っ
こ
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
か
否
か

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
問
訟
と
さ
れ
た
の

ャ～れ
J
V
一
店
｛
に
す
る
か
沢
u
か
に
も
亡
リ
、

ク
一
ノ
ス
・
ア
ク
シ
ー
ン
の
現
状
ー

ιい
L
て
の

温
附
別
に
対
一
9
る
古
川
悦
h
I
I
I

－
三
ト
に
さ
れ
る
い
て
〕
に
な
る
ハ

円恥ド川

九
六
ハ
ヰ
の
述
ぷ
ト
w

訴
川
坑
則
改
古
札
口
体

行
政
機
認
に
よ
μ
わ
る
規
制
心
主
現
が
私
人
に
よ
る
一
許
訟
直
行
ip
通
じ
て
行
わ
れ

る
こ
と
古
期
比
汀
し
て
い
に
の
か
川
か
は
は
っ
き
h
と
し
な
い
と
w

ろ
が
免
る
〈
た
円
、

加
う
し
と
へ
町
議
か
h
一、

行
二
フ
ス
・
1

ク
ン
ョ
ン

に
ど
の
よ
う
云
機
能
を
問
符
す
る
か
と
し
う
問
題
に
つ
き
き
わ
め
て
孜
策
的
な
山
場
、
β
深
く
か
か
わ
っ
て
レ
る
こ
と
が
坪
併
さ
れ
る

〕
h
u
P
7
J
f

」？の
ZW

っ
さ
に
、
こ
♂
よ
う
な
一
九
六
六
伝
改
L
が
そ
の
後
の
ウ
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
実
2

づ
に
及
ぼ
し
た
影
響
jhp
伴
認
L
て
お
き
に
い
お

や
上
口
い
一
ナ

l
タ
で
は
あ
る
が
、
規
則
改
正
内
向
、

な
さ
れ
た
同
〉
宮
口
同
ロ
防
江
戸
耳
目
。
こ

g
cな
に
よ
る
調
査
結
果
に
上
れ

l予

'" 

ノl
IL 

,3, ) 
？辛口、
7J' ~－ 
利 7
.E;' 二こ
どノ、
c' cで
n ;( 
' L、
- "' ', ' ＇子
手る
乙ク
b ラ
ス

三ク
あ／
る11 ィ

／ 

そ i主

亡主
）〆

丘北叫一円

D
の
訓
告
か
、
つ
明
、
り
LP
な
一
、
？
と
は

ザ
て
、
損
山
吉
飴
滋
ク
一
P

ノ
ス
・
？
ク
ン
首
ン

一
連
邦
民
訴
規
則

｝

c一
当
で
き
dr
が
注
べ
た
t

士
ノ
に
、
市
民
的
怯
利
の
保
院
内
与
の
や
ペ
バ
政
筑
の
次
品
の
丈
め
の
一
亦
－

C
L裁
判
所
心
宗
務
が
ト
ム
ー
の
γ
つ
れ
て
い

7
3
山
口
十
心
キ
J

小
入
l
r
h
y
つ

’
k
v
v
j包

J
7
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述
邦
弐
一
引
い
呪
亦
一
一
一
条
い
引
に
某
っ
く
訴
訟
は
、

汗一岳、

介
業
ど
対
象
と
し
I
提
必
き
れ
て
お
り
、
そ
む
た
め
、
各
－
に
わ
た
る
ク

ソ
ス
ア
今
ン
ヨ
／
に
か
に
「
る
批
判
の
多
〈
ば
、
実
業
mす
か
ら
な
さ
れ
わ
一
も
り
て
う
あ
っ

R
A
N
D
は

ク
フ
ス
・
ア
カ
ノ
ン
ョ
ン
の
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全
体
殺
を
よ

n
E停
に
坦
僻
す
る
hJ
め
、
企
業
z
ど
い
仮
再
2
し
、
抗
起
さ
わ
い
に
訴
訟
に
け
は
し
て
分
析
を
行
三
、
ぃ

そ
れ
に
よ
れ
ば

ん山主山刊
U
M河
J
以
外
向
牛
円
し
）
ず
る
タ
イ
プ
の
訴
h
U
4
ノ
〆
一
除
く
と
、
消
官
主
ク
ラ
ス
・
ア
ク
〉
ョ
シ
の
件
数
日
U
、
日
目
下
さ
れ
る
ご
前
記
一
つ
の
G
i
h
γ

ベ
ー
ス
に
記
録
さ
れ
て
い
る
八
一
一
美
戸
仇
F

百
と
す
る
訴
訟
の
お
よ
そ
一
分
の
A

は、

F
券
攻
広
の
組
い
ほ
を
除
く
治
資
玄
守
、
」
り
か
ら
A

、〆て

そ
し
亡
、
h

一
？
、
ら
、
川
山
本
川
政
山
止
の
適
切
さ
を
め
く
る
事
件
が
一
一
分
の

を
！
日
め
て
い
て
」
た
／
了
九
一
ぱ
、

lィ、

ケ

レ
ン

カ

ド

数
料

jl! 

'f 
Vz 
料
＇！三
ナ

あ

／ 

ヒ
ユ

タ

引
ノ
ピ
ス
利
金
、
之
ノ
プ
ル
テ
レ
ド

A
r
M
A
手
数
料
、

川
川
山
』
主
計
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
多
手
、
」
い
う
こ
の
什
如
来

ω、
先
に

ン
タ
ー
の
凶
査
結
果
↑
ど
は
そ
れ
ほ
ζ

司

L
V

一J
て
J

な
い
。
こ
れ
は
R
屯

N
D
け
副
咋
対
象
、
ご
は
っ
h
J
T
i
h
v

ベ
i

ス
が
共
な
る
日
ら
で
為
ろ
う
小
、
近
辺
な
こ
と
は
、
州
裁
川

一中山川に問山
1
J
J
G
デ

l
ャ

で
は
な
い
に
し
ろ
、
得
ら
れ
て
い
る
と
工
っ
こ
こ
て
あ
る
一
三
の
点
か
ら
ず
、
れ
ば
、
先
訴
「
る
裁
川
門
rd
川1
Y
L

し
と
は
、
お
よ

f
Tハ
C
%
の
割
合
で
川
裁
川
町
に
事
件
か
持
L

ら
、
山
一
ま
れ
て
い
る
2

九
九
六
円
に
レ
ケ
ン
ス
て
公
表
さ
れ
て
い
る
付
故
判
所
と
浪
部
ふ
判
所
の
判
決
を
比
較
し
て
み
る
と

双
ん
の
い
は

一
九
九
下
ム
叱

判
所
に
提
叫
さ
れ
る
ク
ラ
ス
・
ア

f
ン
ョ
ン
む
タ
イ
f
に
出
ず
る
一
定
心
重
安
江
ぷ
咲
が
ん
汁
た
ipJる
と

公
表
さ
れ
た
州
裁
判

一
川
の
判
決
で
は
、

炉心品川パ片許口よ予位川、

山
山
人
桜
に
悶
す
る
事
判
、

お
よ
び
不
反
行
為
市
事
件
？
や
よ
り
人
き
な
割
台
中
占
め
る
つ

一
方
、
連
日
裁

判
所
の
村
川
決
で
は
、
正
、
八
子
関
一
起
訴
訟
、
労
的
事
件
訴
一
訟
、
お
よ
び
市
民
権
訴
訟
が
よ
り
よ
き
は
割
合
を
は
り
る
ハ
企
業
中
」
紋
色
と
す
る

ク
ラ
ス
・

f
ク
ン
一
つ
ン
に
問
ず
る
州
裁
判
引
の
判
決
で
目
、
そ
の
出
分
が
消
費
者
訴
J
刊
で
あ
れ
、
会
託
さ
れ
た
連
邦
法
判
所
の
判
決
で

は
、
一
分
の
一
以
ト
で
あ
3

た

公
文
さ
れ
た
州
裁
判
所
の
消
費
者
訴
訟
で
は

約
九
刀
け
小
川
川
同
併
設
定
に
悶
ず
る
雫
件
で
あ
ワ
た
三
連

目的叩庁品川川川所の川川計六で
1

弘
一
コ
と
も
大
き
な
説
へ
じ
を
占
め
る
の
は
、
f
h

公
正

｛
吋
戸
↓
M

《）〆ボ？払い肉、↓め》一
ι
～
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こ
の
上
う
ほ
一
ア
！
夕
す
か
ら
一
μ
え
る
こ
と
は
、

九
人
六
h

の
連
邦
t
人
訴
貼
日
改
ー
に
よ
り
、

い
わ
ゆ
る
渋
費
者
品
↓
訟
と
い
わ
れ
る
も

の
け
や
、
州
国
印
沖
地
↑
々
裁
判
所
よ

vb、
州
裁
河
川
＼
四
日
起
さ
れ
C
雪
之
、
と
い
ふ
ぬ
川
町
r
見
亡
と
れ
る
一
相
手
ト

Z
Mし
て
損
す
賠
償
合

記
ぷ
し
よ
う
と
寸
る
場
合
、
一
地
fp
晶
、
一
同
じ
に
対
す
る
相
芹
が
そ
れ
す
ぷ
り
に
多
額
f
、
し
h
も
指
令
ハ
の
党
バ
ー
が
明
i
で
あ
る
場
合
い
は
刷
、

弁
誌
に
法
的
v
ド
パ
イ
ス
今
、
ぷ
め
、
円
以
終
的
に
は
一
げ
つ
此
訴
し
亡
、
こ
れ
を
裁
判
所
で
？
う
こ
と
が
で
き
る
ご

守
門
家
U
T

極
い
町
、
い
た

打
、
決
刊
で
の
品
H
H
川
村
山
を
上
回
る
績
が
v

相
ア
か
ら
剖
げ
ら
れ
る
可
磁
性
が
山
同
十
か

3
1
3
bゐ

)J、

い
わ
ゆ
る
少
額
多
数
！
保
中
川
与
一
切

の
場
合
に
は
、
仙
悦
バ
百
A
T
η

ゴ
身
が
I
仏
仰
い
に
し
泊
じ
て
い
な
い
た
め
、
そ
ー
ザ
い
え
て
4
山
間
芸
が
牛
じ
た
h

一
乙
に
J

五
つ
か
な
い
場
合
も
少
な
く
九
午
、
、

仮
に
気
づ
い
た

rl
）
て
も
、
日
吊
の
宇
治
に
足
り
れ
る
人
々
は
、

入
「
司
令
こ
ζ

が
京
ピ
ム
円
わ
な
い
に
抗
、

日
じ
の
山
間
士
口
ん
4
M筏
す
る
た
め
に
円
分
の
時
判
や
エ
ユ
ス
ル
ギ
ー
を
汎
江

川－

や
む
を
待
J
f
q

一
政
慢
i

やふり
2

る
こ
こ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
u

そ
日
一
で
、
こ
の
よ
う
ば
？
刊
さ
ー
将

入
り
を
肢
に
出
し
な
い
た
め
の
相
、
以
」
山
町
立
設
置
が
必
弘
と
な
る
。
沼
市
η賠
償
ク
一
7

ス
e

ア
ク
ノ
ョ
J

は
こ
う
し
た
j

店
長
と
L

レ
る
一
品
郎
、
極
々
の
閉
山
也
、
も
引
き
お
こ
し
ご
い
u

る
と
さ
れ
る
c

た
と
え
ば
、
全
米
規
杓
で
荷
叩
内
山
根
！
刈
や
ザ
l
d
）
ス
士
山
山
叫
す
る
企
業
刀
存
ム
F
Hザ
前
yL
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
に
企
業
が
各
川
ル
お
し

て
ツ
い
律
に
述
安
い
司
る
ノ
打
為
ユ
ル
」
行
っ

タ
什
刊
の
什
ぃ
拭
ザ
い
一
附
um
裁
判
替
i

杯
梧
を
持
ち
h

什
る
と
と
に
ほ
司
令
F

こ
の
占
、
、

述
邦
門
何
日
裁
判

一
沙
は
、
個
々
の
刊
が
、
と
じ
に
の
み
提
起
さ
れ
大
ク
う
と
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
似
し
て
、
似
州
の
州
民
に
対
し
て
も
及
判
い
管
轄
権
近
付
内

判判る
2
判
が
し
た

（
』
vh
～N
～止、同
h
f
h
「
skpw
た、お（日、同
h
b
h
h
h
h
K
M
V
K
H

叶い
N
F寸山一－
u一－

J

こ
う
し
た
判
決
は
、
全
国
に
お
い
て
単
慢
し

て
ク
ラ
之
、
・
ア
ク
、
ン
d

／
円
以
北
h

い
な
さ
れ
る
川
込
山
牲
と
半
ぜ
し
め
る
一
方
で
、
州
裁
判
所
は
、
ギ
末
、
こ
の
よ
う
な
草
慢
し
ー
に
訴
訟
を
刈

整
「
る
住
能
を
p

わ引い
J

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
恥
い
P

に
の
川
川
ぷ
判
所
を
註
っ
と

法
任
へ
の
い
校
？
」
が
が
じ
る
こ
ど
ど
な
っ
た
戸
室
町
同
市
ぷ
ん

川
叫
コ
み
が
め
る
川
柳
d
n
r
、
員
初
に
刊
解
い
た
ほ
告
側
弁
護
？
が
い
円
相
な
以
引
か
を
明
日
る
乙
い
え
ー
こ
と
に
な
る
か
、
つ
で
あ
る
「
そ
れ
ゆ
、
九
、
土

ず
、
こ
の
主
ノ
な
抗
争
に
打
ち
勝
つ
に
は
、
桜

d
rる
」
寸
片
品
市
上
事
務
所
白
い
れ
仲
に
戸
川
な
資
力
と
人
的
J
リ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
」
情
淑 、、

( 1：，）（六法、アl仁D (:j' 1只6)83U :::OOc. 11 



宏
事
前
に
い
ち
U
ナ
く
収
集
し
、
か
っ
ケ
ラ
ス
市
成
長
に
い
刈
す
る
個
別
の
通
知
業
務
に
川
え
得
る
体
々
が
事
務
所
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
わ
一
こ
の
よ
う
な
政
争
に
は
、
そ
も
そ
も
市
尺
心
苦
怠
は
矧
勺
て
き
と
い
v

ま
に
、
原
住
別
代
理
人
と
絞
々
当
申
書
が
引
ハ
づ
持
し
て
、

フメノフJYエこ、泣ける大，~j，~ r；ィ、itffノ占二elfcl：へのク巧ス ソクンヲノむ吋l；六

一
今
来
良
債
ず
べ
き
し
額
よ
け
も
少
納
で
利
解
を
U
T
刻
ι
実
焔
す
る
と
い
う
批
判
が
た
手
れ
て
い
る
｝

rjと
わ
ち
、
出
陣

E
剤
弁
花
士
は
、
ロ
ド

初
心
子
数
料
戸
川
い
折
ピ
む
か
れ
て
μ

主
い
、

ク
↑
ノ
ス
情
成
田
の
利
註
ー
よ
り
も
、
万
蕊
士
山
骨
の
、
手
〕
亡
相
手
hd被
口
当
雨
下
支
の
利
r

ド
に

な
る
t

主
，
な
和
解
を
い
ヲ
る
の
で
目
な
い
が
、
と
の
九
1

斜
計
’
指
抗
さ
れ
て
い
る
す
ま
わ
、
「
れ
に
問
述
、
ノ
し
、
読
ι
u側
弁
誌
が
、

な
調
布
凡
ζ

消
ハ
～
的
な
詳
訟
辺
行
に
伴
川
市
宇
ず
る
必
長
が
な
く
な
る
九
州
来
、
何
の
品
川
伯
も
な
い
誌
に
訟
を
次
々
に
提
起
す
J

る
で
あ
ろ
う
L

一
い
う

懸
念
も
あ
る
ο

川
口
効
ポ
事
故
の
被
告
リ
右
側
幻
事
件
を
人
円
以
に
北
河
口
け
民
主
ノ
場
ム
円
、
二
可
設
に
、
ク
ノ
ヮ
、
・
ア
ク
シ
ー
ン
の
開
己
側
代
湾
人
t

（幻一

し
亡
、
多
h

げ
叫
り
事
件
い
を
干
が
け
γ
Q

こ
と
で
、
川
明
一
段
の
経
済
に
よ
り
、
｝
一
己
に
キ
じ
る
リ
ス
ク

U
分
散
さ
れ
る
n

灯
阿
古
に
は
、
和
解
額
kv
－

は
ノ
＼
州
、
九
、
リ
リ
込
山
片
ー
よ
り
生
じ
る
ふ
小
川
一
持

た
と
え
ば
、
懲
罰
的
挽
円
賠
償
JY
斗
澄
「
｝
白
メ
リ
ゾ
ト
が
4

め
る
。
ま
に

ド
ィ
ス
中
心
丙

γ

リ
ー
が
克
絶
さ
れ
な
L
こ
と
で
、
官
印
山
hγτ
旬
ι敵
し
た
り
、
そ
れ
へ
の
対
心
の
コ
ス
ー
も
削
減
で
き
る
し
U
j
照
わ
一
社
飢
川
、
さ
ら
に
は
、
多

上
て
つ
J
h

仇
卜
市
字
詰
レ
山
中
、

ケ一
72

ス
・
ア
ク
、
ノ
ョ
シ
の
路
市
領
域
拡
ょ
を
4
ん
て
き
た
と
J
Q
一
す
え
る

つ
芦

た
門

主E

1(:7 
ユヒ；

不
｛大
1T 
t¥ 
訴
Jヘ、

乙ヲ
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数
の
ク
ラ
ス

y
hソ

γ
弓

〆

hv
一
古
門
的
に
拾
え
る
川
大
法
律
宇
川
J
j
i
一
と
の
布
貯
へ
の
／
J

J

七
J

一
ア
ィ
ヴ
が
高
ま
り
わ
W
C
で
d

める乙

L
た
が
っ
て
、
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
税
制
実
反
日
チ
め
利
川
さ
れ
る
と
し
て
も
、

一
市
「
土
の
香
川
t
h
よ
る
も
む
で
は

な
ノ
＼
十
分
店
長
、
力
主
訂
す
る

υ一
人
足
伝
律
事
務
所
お
よ
び
ク
ゴ
人
ア
ク
ン
？
ノ
在
比
J

門
と
す
る
弁
道
士
L

コ
ン
～
ロ
ー
ル

いU
（
り
と
ほ
る
に
そ
こ
で
は
、
ネ
i

会
的
正
義
（
り
実
説
と
一
斉
う
よ
り
7
0
、
厳
倍
、
公
経
叫
が
い
原
則
が
支
配
し
て
い
る
工
よ
ノ
山

9wunい
わ
れ
る
べ
V

こ
の

ク
ラ
ス
・

f
ク
ン
一
つ
ン
町
立
誌
な
い
ヲ
〆
法
沖
事
務
所
の
近
山
を
常
設
す
る
、



ト八円肝口火

2
7れ
法
ノ
主
つ
訴
訟
の
炭
問

先
に
い
地
べ
勺
よ
ふ
に
、

ク
フ
ス
・
ア
ア
ン
ョ
ン

ι

よ
り
原
市
μ
湖
弁
刊
定
士
T

／
～
紋
生
円
切
企
業
が
利
持
ー
ピ
氾
け
て
、
防
相
片
当
事
再
に
指
中
け
が
党

川、
J

て
い
た
と
し
て
？
汽
伝
統
的
な
団
主
賠
償
ク
ラ
ス
・

γ
ク
ン
ョ
ン
で
は
、
そ
の
損
害
自
体
が
、
個
別
の
点
品
目
に
と
っ
て
き
わ
め
て

極
微
で
あ
る
た
め
、

β
叫ι
円に
t
t
F
Q
叫
制
刊
な
レ
、
〕
規
制
を
強
め
る
一
、
と
が
で
き
な
い
c

何
々
の
説
z
口
に
』
ん
じ
zyJ
被
与
が
千
戸
ト
人
で
あ
れ
ば
、

原
口
に
？

r
pれ
述
人
弁
護
上
に
刈
一
コ
r

，G
字
削
が
H
～
体
に
さ
れ
る
ー
一
品
百
主
る
か
ふ
し
れ
な
い
。
、
J
h
V
1
1

げ
の
場
合
に
は
、
随
々
の
当

事
請
は
、
個
別
に
棒
利
紋
済
を
1
叫
判
所
に
訴
え
る

γこ
が
で
き
r引
は
ず
ノ
E
あ
る
ハ
提
訴
の
コ
ス
ト
に
見
台
っ
た
殺
流
2
V
Aい
ら
れ
る
乙
寸

ス
る
刀
、
つ
で
為
匂
U

ま
た
、
「
の
場
合
に
ク
一
ノ
ス
・
ア
ケ
ン
ー
／
の
よ
う
な
一
集
い
化
」
を
認
吟
れ
ば
、
訴
訟

Jviに
μ一
）
、
そ
れ
を
ム
ヨ

分
で
コ
〆
ト
ロ
ル
ず
る
権
列
も
な
へ
わ
れ
る
こ
と

ι
な
る
。
ぞ
れ
ゆ
え
、
典
刑
μ

的
な
不
法
／
れ
お
訴
訟
ピ
お
い
て
は
、

ラ
ラ
ス
・

7
ク

シ
j
J
b
ι

印刷仇九
t
ピす
J

司令
2

叫
市
長
、
か
な
い
と

と
ご
ろ
が

い
わ
ゆ
る
大
量
被
否
不
法
行
為
咋
訴
訟
～
y
～F
2
1
2
1）

Cコ

呪

よ
三
ー
そ
の
杭
況
は
ム
八
、
さ
く
変
化
し
た
〈
現
在
の
こ
の
よ
有
な
状
況
を
切
る
た
め
に
は
、
そ
の
治
市
古
土
木
ず
注
解
す
る
ス
山
中
%
が
あ
ム
リ

う
っ
こ
の
章
で
は
、
大
呈
被
害
不
法
れ
為
訴
訟

そ
の
後
の
民
間
を
裕
刊
誌
し
て
い

ト
入
居
被
f
H
不

u
h込
訴
訟
は
、

制
別
心
J

川訟九州、
h
山
パ
ル
［
た
と
さ
れ
る
わ

た
と
え
ば
、

現
ノ
一
℃
も
問
題
と
き
れ
る
い
わ
ゆ
る

山川「判判、

ゲ

パ

J

二
台
い
て
は
、
州
午
、
川
町
布
石
心
代
ナ
ハ
者
と
し
て
肱
刊
が
抗
訴
し
に
も
の
の
、
板
色
タ
バ
コ
ム
h
b
仁
は
和
解
ψ
犯
人
、
係
氏
L
f
L
宇

う
姿
勢
吉
町
せ
た
粘
袋
、
原
色
測
弁
A
F
1
t

は
、
こ
の
よ
う
応
訴
訟
組
刑
が
制
」
台
わ
な
い
も
の
と
認
識
し
ι
j
d
z
の
は
ト
果
、

；
一
、
ー

タ
，
J

コ台市

訟
け
、
当
初
、
川
内
同
党
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ノ
た
と

L
こ
j
d
J旬
、

才
ト
レ
い
寸
J
A

－－

F

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
は
呉
作
品
つ
よ
人
的
同
が
れ
に
た
に
へ
札
…
北
町
に
牛
じ
た
人
山
河
口
同
市
γ

に
つ
い
て
、

Z

れ
が
ア
ス
ペ
ス

卜
に
も
ロ
る
波
市
口
一
♂
、
あ
る
こ
と
、
お
も
仏
び
川
内
f

口
と
さ
れ
た
会
付
が
被
宍
を
牛
ゼ
し
め
ナ
ー
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
J
W
－宇品性
1

）
て
き
た
ご
／
｝
合
計
町
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す
る
た
め
に
は
、
多
大
心
ゴ
ス
川
け
か
必
授
と
以
る
リ
そ
の
す
7
め
、
相
千
方
点
化
来
が
、
訴
訟
に
お
い
て
こ
れ
や
徹
底
し
て
予
う
姿
勢
を
見

止
、
当
該
事
れ
が
ト
一
72
イ
ア
ル
に
お
け
る
計
決
に
か
か
る
こ
と
に
な
れ
日

原
生
下
測
の
経
済
的
負
担
は
そ
の
河
川
谷
以
肢
を
紐
λ

フメノフJYエこ、泣ける大，~j，~ r；ィ、itffノ占二elfcl：へのク巧ス ソクンヲノむ吋l；六

よ
う
な
訴
訟
事
件
も
タ
ハ
コ
訴
訟
同
除
、
位
ト
へ
し
な
い

っ～｝「J

乙こマつぷ…’

ん

t
一
一
午
に
、
お
斗
涼
一
凶
川
同
連
邦
仲
立
訴
決
判
川
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
人
身
侵
害
を
認
め
る
判
断
を

F
、工～

一
出
。
ヨ
ヘ
同
可
h
pミ
守
会
ロ
ヘ
ヘ
（

U
F
V

、1
5｝
i
u
v
（
］
（
」
吋
色
（

ω同一
J

（
い
吋
］
出
叶
μ
ご
す

」れ
ur
き
っ
か
け
と
vν

て
、
こ
の
訴
訟
に
成
功
、
了
7

一
弁
護
ふ

事
的
所
に
、
…
現
似
の
事
件
が
持
ち
込
ま
れ
る
ふ
ー
に
な
う
ド
八
ラ
労
働
組
含
に
よ
る
約
介
や
勝
－
品
川
山
吉
の
刈
一
で
よ
れ
よ
匂
乙
も
三
？
わ
れ
て

郊
の
ず
i
Z
A
士
は
人
規
模
な
宣
伝
出
品
刊
を
’
れ
つ

い
る
n

侵
害
を
絞
っ
た
被
三
者
（
従
議
員
）
は
、

る
地
域
の
企
業
に
集
中
し
て
パ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
り
行
為
が
成
果
を
中
ん
た
り
す
な
わ
ち
、

ア
ス
ベ
一
人
i
i
訴
v
た
で
勝
詳
し
に
事
務
川
に
は
、

多
数
心
依
頼
者
が
長
「
こ
と
、
こ
な
れ
＼
そ
の
結
巣
、
ψ
｛
↓
孜
宇
務
所
は
、

コ
ス
ト
を
佼
航
者
会
咋
に
一
分
放
す
る
ご
〆
｝
小
で
き

る
よ
う
に
な

－hl」
、
あ
く
ま
で
よ
九
廿
引
の
宇
吐
け
と
し
て
、
受
任
し
ぞ
ど
し

ιは
日
立
を
民
L
f
る
c

ア
ス
ベ
ス
ー
訴
訟
が
粁
治
約
に
合
坪
性
を
持
つ
案
内
と
な
っ

f
れ
ら
を
専
門
に
扱
7
弁
護
ー
ら
は
、
庁
、
の
よ
う
な
岳
、
附
乞

と
っ
た
と
さ
れ
る
c

ア
ス
ベ
ス
川
製
品
を
供
給
［
て
い
る
会
社
に
も
、

E
C製
品
心
貨
や
量
に
お
い
て
ぷ
々
な
も
の
川
え
め
る
被
台
北

rp～
し
て
、
台
J
F
C
が
主
も
そ
れ
に
応
じ
て
様
々
で
ゐ
る
〔
去
の
山
之
司

ゐ
寸
進
ト
し
は
、
レ
只
と
が
比
較
的
軒
い
し
〈
思
わ
れ
る
ん
古
川
住
吉
桐

I

品5
'・・' 1；よ
ic2「者自

4ヨ
1¥ii 
ど
平
ノ明

子7

そ
こ
で
但
け
た
資
金
を
正
手
二
、
土
E
H
f（
U
i市
い

す
な
わ
ち
民
悩
績
を
多
額
に
詰
求
で
き
る
会
Lfレ」対

こ
の
よ
う
ん
d

流
れ
の
な
か
で
注
戸
h

わ
す
る
べ
き
は
、
各
数
の
依
頼
主
日
立
也
、
え
る
」
れ
ら
の
弁
護
二
が
、
あ
く
土
で
点
、
自
己
な
こ
れ
ま
で

の
人
身
段
宇
訴
訟
の
代
型
人
で
あ
る
と
見
な
L
て
い
よ
人
こ
と
で
ー
ふ
る
じ
ず
な
ー
口
一
%
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
ぷ
の
ガ
譲
土
問
、
何
別
の
妥
仔
梨

約
を
各
依
頼
話

r
結
び
、
ー
品
川
誠
刊
批
判
例
広
を
採
い
町
一
し
、
あ
く
ま
で
も
依
頼
者
か
り
利
林
一
を
件
い
て
い
た
の
で
あ
っ
亡
。
事
店
い
い
は
初
制
件
で
終

」

乙ヲ庁.，
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了
ず
る
の
で
は
な
く
、
ゐ
く
ま
で
も
ラ
イ
ア
ル
て
勝
訴
す
7
2
と
が
円
掠
て
あ
っ
七
へ
？
で
の
に
め
、
弁
護
L
し
む
な
か
に
は
、
重
大
な

侵
害
JY
受
け
、
か
つ
板
丘
公
業
？
と
の
悶
係
で
そ
の
互
い
を
明
確
に
店
定
で
き
る
江
川
悦
を
有
す
る
と
店
わ
れ
る
ム
て
の
み
の
市
予
件
を
受

F
F

る
在
、
も
い
た
と
さ
れ
る
υ

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
畏
釈
は
、
勝
訴
率
JV
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
ん

他
方
で
、
松
寸
弱
者
を
選
択
、

γ
九
怖
い
吋
詑
土
も
し
い
た
一
彼
、
つ
の
時
前
附
は
、

γ
ス
メ
J

ノ
パ
ー
ア
ユ
士
通
じ
て
、
依
刻
表
↓
を
大
量
に
ヘ
辛
い
ノ
、
訴
訟

わ
正
夫
団
化
L
F
L
和
解
九
特
色
込
吟
町
、
反
僕

い
う
も
の
で
あ
っ
た
c
ら

と
っ
て
は

訴
訟
に
し
m
’
か
わ

匂
費
用
を
抑
制
亡
き
る
に
の
、
日
七
の
分
山
rzh総
会
に

こ
亡
が
で
き
た
こ
さ
れ
る
。
、
J
h
V
1

〆
、
県
小
川
一
の
な
か
に
は
、
個
別
に

勺
d
L

え
ば
、
。
h
v
多
雨
の
ん
す
銭
を
湾
料
と
き
た
に
も
か
か
む
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
も
少
傾
に
け
ん
じ
る
者
が
で

こ
の
よ
う
日
積
み
重
ね
の
は
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
象
ひ
生
じ
ん
一
口
ま
ず
、
大
量
被
害
小
法
行
為
訴
訟
を
専
門
的
に
処
河
す
る
よ
う

な
比
拭
吋
｛
巳
小
夜
場
し
た
U

絞
ら
は
、
集
団
的
ヘ
ザ
柑
肝
心
方
符
を
規
伊
ず
る
こ
？
／
）
に
青
正
を
感
じ
る
者
も
い
J
J

か
川
、
和
解
楽
に
対
す
る
兵

設
や
、
弁
設
士
報
酬
に
け
「
る
規
制
咋
J

、
ウ
一
ノ
ス
・
ア
夕
、
ン
J

J

に
澄
川
3
れ
る
よ
う
な
ル

l
ル
に
は
従
わ
尽
か
J

ιパ
居
被
宇
υ
不
法
／
什
百
守
赤
訟
ιhv
一
古
門
と
す
る
弁
議
卜
べ
は
、
新
た
な
事
件
、
医
療
関
係
訴
訟
に
取
り
組
み
始
め
た
に
い
り
で
に
彼
ら
は
多
領

の
報
酬
を
得
て
い
z
r
J

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
資
全
と
し
て
、
川
叶
マ
の
先
端
的
な
知
識
ιγ
猿
付
L
t
η
、
た
と
え
ば
一
缶
授
の
古
門
家
右
足
掛

し
七
わ
4
る
必
裂
の
あ
る
が
に
な
刈
学
部
訟
を
戦
〉

f
の

こ
の
E
う
な
な
か
で
、
ム
ハ
し
本
九
円
批
減
で
提
起
さ
れ
る
訴
訟
は
相
主
依
存
松
い
を
高
め
こ
い
コ
に
｝
あ
る
法
伐
の
判
決
心
が
請
が
伐
心
法

域
り
潰
似
の
事
件
の
結
論

げ
で
伝
／
＼

tι拠
の
採
否

ν
ヴ
『
ル
の
判
析
で
す
ら
、
伎
の
注
減
に
JU響
力
を
凶
作
い
つ
」

三
1
P
ふ
っ
と
じ
を

J
t

／

円

I

、
人
量
俗
宅
一
不
法
行
為
訴
訟
目
、
先
行
す
る
少
数

に
よ
コ
て
、
全
体
ド
ナ
影
響
を
被
る
よ
う
に
な
J

そ
の
絞
、
大
干
へ
身
μ
民
主
に
か
か
る
号
河
内
山
一
の
利
寸
述
関
、
お
t

九
川
、
こ
れ
、
つ
わ
り
「
一
岡
本
町
集
団
的
い
審
問
・
判
断
ゲ
る
手
続
の
た
め
に
、

特
定
の
裂
口
出
の
利
用
ま
た
は
特
｛
一
ι
の
製
品
に
さ
ら
さ
れ
る
ご
y
し
か
ら
司
じ
た
諸
ボ
は

大
惨
事
を
引
き
起
ぃ
一

L
じ叩

の
事
故
に
闘
す

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ 190) 83・' :::oo •. 11 



る

rぶ
と
同
紙
に

速
邦
広
域
品
川
I4
ル
l
ル
に
よ
っ
て
小

の
い
ム
判
官
に
判
明
片
吋
て
ら
れ
る
よ
弓
に
ほ
っ
丈
v

こ
の
ん

1
ル
で
は
、
札
円

の
仙
北
川
円
以
に
提
起
さ
れ
ι
話
ぶ
ま
で
束
ね
る
こ
と
は
で
き
以
か
っ
三
も
（
り
の
、

、
」
の
詰
ぷ
は
同
州
裁
川
円
州
の
与
凡
な
ま
え
は
非
公
：
人
之
「
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村
松
か
」
使
っ
て
、
出
平

斗
い
に
州

の
州
内
に
束
ね
る
こ
と
日
で
き
た
「

ふ
し
て
、
時
（
り
げ
従
過
2
と
も
に

迎
日
記
、
よ
び
H
の
裁
判
’
れ
は

位…
r

乞仏知的～
ι
～
－
共
同
で
ブ
j

・
ト
フ

f
v
ル
協
議
、
？
闘
す
か
れ
、
値
比
則
的
合
デ
ィ
ス
刀
バ
リ
v

が
支
比
さ
れ
、
さ
ら
に
共
通
の
ト
ク

f
v

－w期
日
乞
｛
広
め
、
と
き
に
け
法
任
で
同
席
す
ら
ー
〆
た
ず
こ
の
よ
う
公
ス
ソ
ト
ワ
7

ク
の
山
現
に
一
八
一
り
、
川
河
邦
円
山
希
裁
則
：
ム
パ
W
引
に

規
尽
き
れ
る

T
校
保
障
の
な
い
、
擬
似
州
円
仕
ケ
一
フ
ス
・
F

ク
シ
「
一
三
〆
が
れ
羽
1

J

た
こ
い

こ
F

J

こむ日記
Hi
’u
s
p

之
－
一
二
コ
ハ
し
、
ョ

、工－
1

、ナ
J

行
7
j
j
l
l
i
F
4
1
3
パコ
4
P
3
乞
l
f
ν

？

下

村

判
所
は
多
数
刀
す
！
？
生
以
上
／
二
法
触
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
「
ヰ
れ
い
イ
ー
護
上
」
ま
ナ
ー
は
「
逗
FH－
妥
民
会
が
粁
λ

対
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
n

仮

h
，
は
、
渋
版
！
人
ん
か
ら
の
掛
川
川
聞
に
日
で
は
な
ノ
＼
十
丁
日
p

刊
誌
！
と
し
て
の
ボ
1
7
ス
を
’
一
付
る
こ
ζ

が
で
き
た
U

た
と
え
ば
、
広
域
係
ロ
肺
訴

訟
に
お
J
ζ
僻
へ
を
代
注
ム
nJ
るわい
y
高
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
分
の
成
功
出
酬
の
j
八
プ
／
王
任
弁
誇
士
に
tr人
仏
、
つ
よ
う
命
じ
ら
孔
た
り
し

ー
人
冒
破
牢
什
不
法
行
為
一
舟
訟
、
β
ん
同
化
し
ん
一
、
ア
こ
に
よ
り
、
太
一
ざ
ん
d

変
化
β
牛
じ
ド
に
訴
訟
が
法
域
内
部
で
ま
と
め
ら
れ
て
レ
る
恨
h

は
、
事
行
官
、
必
く
る
弁
護
L
L
m
の
一
一
争
は
玖
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
〈
ん
呈
彼
岩
不
法
／
付
お
を
被
う
実
務
は
、

ハ
r

－
リ
ス
ク
と
一
叶
河
内

散
さ
れ
て
お

η
、
参
入
心
費
用
も
ま
た
点
目
つ
え
か
ら
で
み
7
9
へ
し
か
［
、
事
叶
が
ん
l

国
化
し
、
同
細
々
C
請
求
義
守
口
M

一υ一
紙
に
ほ
る
に
つ

れ
て
、
弁
護
士
間
心
説
争
は
激
し
さ
を
増
［
た

と
く
に
、
王
下
弁
議
士
の
地
付
中
め
ぐ
る
対
争
は
、

し
ば
し
ば
悦
烈
を
極
め
た
そ

の
が
果
、
弁
護
L
しは

i
H
r弁
花
i
の
地
勺
ト
ピ
か
け
て
誌
が
最
も
多
い
依
煎
人
と
U

切
れ
ず
で
き
る
か
ー
ピ
争
っ
た
〈
こ
ぶ
し
て
、
条
凶
作
山
は
人

骨
門
院
宇
訴
訟
ピ
小
丸
山
む
さ
せ
ー
に
だ
け
で
之
く
、
そ
の
規
松
下
と
も
拡
よ
さ
み
ん
～
一
し

ん
円
豆
被
宅
円
不
川
口
行
j
初
日
一
叶
ぷ
へ
の
ク
ラ
ス
・
ア
夕
、
ン
ヨ
ン
弁
設
ム
ー
の
逆
山
こ
そ
こ
か
ら
パ
L

じ
る
同
窓

土
に
い
見
て
き
た
よ
う
に
、
人
円
以
被
告
示
法
行
為
詳
訟
の
規
桟
は
、
宇
パ
量
以
i
かμ
忙
市
川
訴
訟
の
般
的
を
山
M
h
、

の位十ん同
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的
菅
川
崎
を
よ
山
F

川
L
r
h
、
」
と
て
、
き
わ
め
て
大
き
く
以
つ

ヤ
」
れ
ら

川
剖
々
心
中
i
引
高
守
山
1
L
れ
ぞ
れ
に
作

ν

し
か
し
、
九
品
川
♂

利
F

決
済
中
」
求
め
る
州
四
判
亦
人
い
で
お
っ
た

そ
の
川
村
、
こ
の

の
一
羽
刑
に
ク
ヲ
ス
ア
ク
ン
コ
ン
の

τ反
ー
と
持
ち
↓
込
ん
だ
＃
護
士
が
守
人
什
し
た
ハ

一
札
八
（
U
L戸
代
牛
島
ハ

に
人
身
侵
害
訴
訟
を
守
門
に
持
、

4
7長
l

一昨片山コ一品八一
4
2一
品
、
炉
、
直
邦
民
訴
点
則

一
一
条
に
共
づ
く
慣
＋
始
償
ク
↑
ノ
ス
・
ア
ク
ン
ョ

ン
ピ
大
反
核
不
法
行
為
訴
訟
に

U
い」
J

ご
～
の
ご
あ
る
し
彼
は
、
一
凶
作
副
司
一
M
Z
F
F
2
2
2
c
r
火
災
計
百
JMけ
に
お
い
て
、
と
任
訴
訟
代

年
人
を
礼
知
的
～
三
、
こ
が
あ
旬
、
そ
の
事
件
は
、

と
な
っ

ク
ラ
ス
・

γ
ク
／
ヨ
／
の
ル
ヲ
ル
民
叫
一
周
さ
れ
コ
初
め
て
の
大
E
一
被
害
ボ
法
仁
為
訴
訟

で
の
後
ま
も
主
任
く
、

ア
ス
ベ
ス
ト
♂
め
訟
の
以
持
問
弁
議
i
y
Jが
、
多
数
の
製
造
物
責
引
を
追
求

T
Q例
別
の
有
一
汗
求
手
ρ
ーを

解、上九

γ
る
た
め
に
、

ク
ソ
ス
・
ア
ク
、
J

ョ
J

を
凶
引
い
る
よ
う
に
な
っ

こ
乃
ソ
ド
寸
フ
に
、

ク
ブ
ス
・

7
ケ
ン
ョ
ン
和
十
J

議
士
が
進
出
し
り
に
戸
、
午
に
よ
り
、
訴
J
J

な
向
通
が
中
じ
三
口
十
へ
門
出
y
h

決
行
為
訴
訟
中
一
担
当

ず
る
弁
諾
L
L
は
、
お
件
が
集
司
出
化
さ
れ
る
こ
ー
と
で
、
規
慌
が
壮
一
十
へ
し
、
布
併
へ
の
圧
力
が
高
ま
る
こ
と
は
在
所
し
て
レ
に
一
し
か
し
、

付
制
ら
は
、
ア
ス
ペ
ス
～
訴
訟
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
訴
訟
は
恒
叫
に
な
さ
札
る
も
の
で
丸
山
る
と
考
え
、
議
訴
十
一
判
桁

L 
c 

の
基
憾
と
は
る
長
安
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
r

い
七
へ
犯
の
ん
畑
川
仙
の
事
案
で
勝
品
す
る
た
め
に
は

ふぷ
M
A

ア

一
つ
の
務
訴
が
必
要
だ
九
州
、
り
一
ー
ご
め
る
ν

こ
れ
に
L
凡し、

ク
ラ
ス
－
一
ノ
ク
ン
汗
ン
弁
護
ー
は
、
訴
訟
や
個
別
に
は
と
ら
、
入
ず
、
欠

的
U
K
U
山
学
の
情
報
や
L

人
子
ふ
司
れ
ば
た
だ
ち
に
税
詳
し
、

和
問
肝
心
示
、
L

ム
口
い
を
実
施
し
よ
う
2
し
に
J

向
者
心
訴
訟
行
動
ハ
U

明
ら
か
に
呉

た
り
、
ず
れ
が
井
レ
る
の

こ
の
よ
う
ん
了
ノ
フ
ス
・
ア
ク
シ
一
コ
ン
弁
設
：
の
行
助
か
、
り
、
間
引
件
、
p
u
刻
に
呉
川
化
、
JV、
安
易
な
和
併
で
終
和
寸
る
と
い
h

つ
こ
と
MJ

想
起
さ
れ
る
、
で
3
4
2
7
三
人
5
2
3
教
授
に
よ
れ
ば
、
大
規
慌
訴
訟
に
お
け
る
公
正
な
和
解
の
た
め
い
は
、
喜
一
件
、
？

ヤ
一
ー
と
が
必
変
で
あ
る
こ
き
れ
る
が
、
早
期
幻
集
団
F

化
は
こ
の
日
山
つ
な
戎
北
悦
を
か
八
ノ
、
、
」
と
と
な
り
、
和
解
に
対
し
て
パ
イ
F

ス
が
か

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ 19フ， 836 :::OOc. 11 
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か
つ
て
し
ま
う
危
喰
性
が
あ
る
そ
の
た
め
、
裁
判
刈
れ
な
か
に
は
、
こ
り
成
熟
性
を

つ
の
根
拠
と
し
て
、
ク
ラ
ス
・
ア
ケ

γ
ョ
ン

の
認
訟
を
心
門
lE
と
し
た
も
の
も
あ
る
つ
も
っ
と
も
、
以
北
、
性
心
判
断
は
桜
長
さ
中
什
い
、
小
確
実
な
延
引
を
折
半
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た

フメノフJYエこ、泣ける大，~j，~ r；ィ、itffノ占二elfcl：へのク巧ス ソクンヲノむ吋l；六

K
L
J

一一以
h
u
｛記できし
h
u
い勺

ま
z人
、
大
］
明
被
正
一
不
法
行
為
訴
訟
が
ク
ク
ス
恥
ア
ク
ン
ョ
ン
化
す
る
こ
と
ご
、
ジ
ヤ
ン
ク
・
ナ
f
工、
J

ス

エハ
1
4

司コ伶

帽
叫
が
／
じ
る
c

ア
ス
ベ
ス
ト
弔
れ
が
典
川
γ
的
で
あ
る
が
、
人
言
桜
中
不
法
行
為
事
件
の
特
徴
む
し
〕
て
、
そ
の
人
身
M

店
主
］
の
結
誌
が
行
、
〕

ヨ
ま
で
に
長
い
時
判
が
か
か
る
こ
一
と
あ
る
」
食
中
母
の
よ
う
に
人
山
侵
害
子
た
だ
ち
に
確
認
と
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
二
て
の

結
果
、
無
数
の
人
が
、
年
一
刊
に
ね
た
っ
て
い
ほ
自
を
被
る
の
で
あ
る
υ

か
り
に

被
内
側
幻
製
品
と
の
胡
の
凡
M
A

同
岨
山
川
貯
の
立
副
は
用
難
な
こ
乙
が
多
い
u

そ
の
た
め
、
裁
判
一
川
が
湾
切
な
科
P
Z出
論
外
に
基
づ
い
て
川
断
し
て
い
る
乙
部
心
弁
持
士
や

科
学
者
は
Y

匂
却
し
て

von
ク
ラ
ス

eγ
ラ
シ
司
ン
の
認
一
叫
に
よ
り
、
被
告
が
い
わ
th
ケ
白
〆
中
J

ク
・
サ
イ
工
、
J

ス
に
基
づ
J
ζ
初
鮮

約一

一三
9
る
可
能
笠
宮
培
切
さ
せ
る
と
い
う
の
で
た
る
〈

被
告
に
と
っ
と
は
、

々
ラ
ス
・

7
ク
γ
ョ
ン
と
い
う
形
径
を
取
る
こ
と
！
口
体
、
行
J

レ
へ
ん
な
布
解
へ
の
圧
力
と
な
る
c

似
引
の
手
作

に
お
い
て
、
ラ
イ
ア
ル
ま
で
戦
い
、
必
羽
以
科
学
的
恨
拠
に
ι利
し
て
何
が
F
し
い
こ
と
伊
古
川
ら
子
に
し
よ
う
1

ぐ
す
る
被
告
企
業
が

t
刊
た
し
た
と
し
て
も
、
ケ
ラ
ス
・

γ
ク
ン
ョ
ノ
に
な
れ
ば
ヰ
山
い
は
別
て
ゆ
め
る
J

ク
ラ
ス
a

ア
ク
ン
汗
〆

戸
川
則
一

百
h
u
と
い
う
詰
氷
山
い
い
叫
す
る
敗
訴
の
対
日
除
ピ
引
き
受
け
る
こ
J
に
な
る
、
目
、
つ
で
あ
る
に
と
え
ば
、

イ「J

icJ 

h
i
シ
吋
ン
ト
オ

ν
ン
ン
事
件

で
は
、
そ
の
科
学
的
恨
拠
が
す
r
ロ
考
古
日
Z
E
判
事
戸
と
コ
て
と
て
も
薄
弱
で
あ
っ
た
に
め
、
彼
は
ク
ラ
ヴ
了
ア
ケ
シ
ョ
／
か
ら

才
プ
ト
ア
ワ
ト
、

γ人
以
一
役
軍
人
涜
の
請
求
を
2

史
料
、
に
～
（

と
こ
ろ
が
、
ゆ
一
の
ク
ラ
ス
・
ア
ク
、
ン
守
〆
自
体
は
億
八
戸
」
刀
ド
ル
で
既
に

手口
町t

・c 

ベ
ン
J

ク
子
ィ
ン
宅
件
に
お
し
て
、
彼
お
／
F
3一二
Y
4
孔
は
、
出
わ
ら
の
正
問
ぷ
乞
支
え
る
ド
学
的
な
い
状
拠
は
な

ヱ
万
ド
ル
心
和
解
金
を
提
ぶ
し
た
υ

い
と
い
う
咋
い
を
持
ヮ
て
い
た
に
も
か
か
？
わ
り
ず
、

和
問
刊
の
布
l
、

億

の
｜甘j
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大
軍
被
市
V
H
不
必
行
為
を
北
川
礎
利
げ
る
科
学
的
証
拠
C
V
λ

当
性
や
制
収
州
知
の
柱
穴
、
に
つ
い
て
の
治
識
は
、

し
ば
し
ば
、

小
川
い
「
れ
か
J

「川訟の

ば
熟
刊
い
り
欠
如
1

／
メ
こ
か
、
り
来
る
ケ
ラ
ス
認
否
（
U

不
泣
切
六
、
に
関
す
る
戸
抗
議
と
相
川
に
関
係
し
と
い
る
v

四

に
問
中
被
牛
」
不
法
行
九
一J
訴
訟
に
ク
う
え
・
ア
夕
、
ン
ヨ
シ
の
一
花
一
祉
を
め
ぐ
る
問
題

ト
人
皇
被
中
川
不
法
行
為
訴
訟
古
紙
抗
す
一
る
裁
判
古
の
訴
訟
管
刊
の
仕
手
は
、

ク
ラ
ス
の
認
可
E
J
h
I
ノ
際
い
J
R
岡
詳
な
も
の
と
な
る
し

一
法
邦
作
品
刊
川
の
渋
川
庄
は

い
ま
や
、
河
の
状
況
か
ら
4
じ
た
す
べ
て
の
事
利
ヰ
裁
判
管
精

め
る
い
は

州
r
U
M
刊
所
の
及
川
刊
行
は

絡
に
関
係
仕
く
処
法
ー
v
J
I
L
l

いたっ

れ
庁
、
行
為
を
守
吋
に
扱
っ
け
ん
較
的
小
山
川
佼
な
事
務
所
刀
弁
護
士
に
代
珂
手
れ
る
山
町
乙
も
い
れ
ば
、
何

T
人
も
の
刷
容
を
抱
え
る
、
よ
り
久
括
的
に
不
法
行
為
を
扱
う
立
川
議
i
に
町
山
辺
さ
れ
る
原
古
も
い
れ
ば
、

h
Aハ
製
品
山
γ

ら
設
中
川
な
絞
っ

ア
こ
と
を
i
百
出
す
る
す
べ
て
心
僻
ヘ
z
ぜ
包
括
す
る
よ
う
な
解
決
を
求
め
る
ん
ノ
一
7

ス
e

ア
ク
九
二
一
J

専
刊
の
ヘ
1

茂
士
に
代
表
ミ
れ
る
m
川市牛門

も
い
q
h
J

一c
裁
判
白
は
、
気
、
ν
つ
日
ば
、
多
川
奴
の
4
…
を
じ
引
「
る
ヒ
ド
ラ
の
よ
う
な
治
訟
を
処
糾
し
て
w

にじ

し
か
し
、
も
っ
と
も
主
要
な
こ
と
は
、
ク
一
ノ
ス
刀
訟
止
が
大
申
被
芹
不
法
行
為
訴
訟
に
お
け
る
布
併

T
続
の
性
質
を
学
え
戸

γ
｝
と
で

_, 
＇＂、υ 

~ 、
》ν 

す
な
わ
ら
、

ク一
7

7
へ
の
－
北
川
は
、

の
ム
た
め
の

被
己
お
よ
ひ
裁
判
所
の
た
め
に

ー
包
花
的
な
臼
hh
（（己コケ川尚一以虫ニ
2
H凶
作
同
区
m
J

）一

樟
々
の
崎
市
川
会
ピ
九
円
山
山
し

こ
の
ね
尚
一
は
、
さ
れ
閉
山
い
ノ

tψ
」
誌
訴
立
を
終
結
さ
せ
得
る
も
の
で
為
っ
た
わ
し
か
L
、
こ

ケ
－
フ
ス
－
J
J

ク
ン
当
ン
心
主
脈
JL
、
ま
だ
目
的
ι
ム
ィ
が
滞
在
的
な
も
の
で
、
支
匝
に
は
め
ら
わ
れ
て
い
な
い
よ
よ
J

な
制
々
人
の
託
h

レ
れ
な
い
か

に
し
て
処
瑚
す
る
か
と
い
う
何
時
唱
JY
年
ぜ
し
め
L

乙

民
慌
の
た
豆
被
告
小
法
行
丸
一
方
ld
に
古
訓

rる
被
れ
に
と
ノ
て
、
白
ら
に
汁
寸
ゐ
寸
べ
て
の
訴
訟
で
和
解
を
な
「
機
会
は
き
わ

め
て
紘
十
心
的
さ
あ
る
じ
大
量
損
宇
一
不
法
行
為
う
ソ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
登
場
す
る
崎
に
、
被
H
U

？
っ
そ
の
一
で
、
な
ん
サ
一
抗
的
な
和
解
J

忙
な
ず

た
め
に
利
巳
ー
U
H
円
る
附

の
手
設
は

到
ヂ
れ
J
L
K
C
Yつ
コ
三

i

j

i

h

i

7

 

え
八
ハ
い
い
司
代
、
三
E
Z寸］｝戸
ν

（

V
A
v
c
gご
C
U

乙
お
よ
そ
一

の
γ
ス
べ
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ス
k

史
浩
ム
六
川
口
は
、
復
数
C
y
法
域
で
被
数
c
f
J
↓
訟
を
下
う
よ
り
も
、
併
比

T
V仰
を
…
泣
択
し
た
F

ま
に
、
日
）
乙
片
言
出
｝
J
H
H
q

｝
ユ
訴
一
訟
令
長
絞

的
に
は
倒
淳
裁
判
所
へ
持
ち
込
ま
れ
た

フメノフJYエこ、泣ける大，~j，~ r；ィ、itffノ占二elfcl：へのク巧ス ソクンヲノむ吋l；六

し
か
し
、
絞
告
は
、
御
門
投
手
紙
で
は
告
し
い
つ
ス
ト
を
負
担
刊
J
一
、
倒
産

F
Kが
進
め
ら
れ
て
い
る
問
、
け
己
の
ん
広
が
い
に
到
す
る
え
配

ゃ
ん
犬
う
こ
と
に
刷
、
？
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
う
ソ
ス
・
ア
夕
、
γ
一コンは、

倒
産
1
J殺
に
t

仏
九
一
ず
に
記
括
的
な
和
解
を
な
「
司
阪
け
の
あ

七
の
L

主
ノ
な
利
m併
を
な
十
戸
、
と
に
た
け
た
ど
へ
務
法
品
目
を
？
／
ム
み
山
山
、
J

h

～戸

原
μ
口

ζ

被
告
の
双
ん
は
、

J当
日
計
的
な
和
恨
の
J
父
沙
J
γ
T
q
m
何
に
、
多
数
の
桜
山
に
店
閉
し
に
J

そ
の

る
手
段
乞
同
仕
山
↑
ゆ
る
だ
け
で
な
く
、

つ
r
し
て
、

ク
ラ
ス
の
引
は
託

に
つ
い
て
の
議
者
訂
任
す
る
。
認
一
汁
は
連
日
民
訴
規
則
：

は
に
関
連
す
る
む
拠
に
世
帯
守
つ
い
て
仕
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
仕
か
コ
た

山
川

J

叩
り
浅
町
、
と
オ
ザ
ト
ア
ウ
ト
に
持
す
る
諸
規
定
が
適
用
さ
れ
る
口
被
害
こ
7
7
ス
・
ア
ク
J
J
3
一
J

r
一
歳
上
炉
、

草コ

ク
ラ
ス
・
ア

L
て
列
用
L
つ
つ
、
包
括
的
な
和
解
2

父
芯
キ
一
日
す
こ
2
が
て
き
る
刀
両
古
ば
、

ついさの

J
、jJ
司川白ぷこい
n－h
J
3
γ
、

〔

f
i
1
t
7
7

、

ク
、
ン
ョ
ン

は
、
ク
ラ
ス
治
成

chが
ど
の
く
ら
レ

J
A
y
r
r
ウ
卜
す
る
か
、
と
レ
う
こ
と
〈
第
は
、

オ
ブ
ー
ア
ウ
ト

1
一ぱか
J

七
百
人

L、

•': 
:j) 

の
う
ち
ど
の
〈
ら
い
の
人
が
司
併
に
お
行
る
白
い
］
の
取
分
ケ
主
怯
ヲ
ξ
よ一
7
に
な
る
む
あ
ろ
う
か
、
と
ミ
ノ
、
一
と
で
あ
る
η

小
規
徒
出
市
費
者
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
布
い
て
、

J
4
f
N

ア
ウ
ー
す
る
人
数
は
お
万
一
ら
く
ヨ
い
に
寺
し
い
で
糸
J

？
？
し
、
航
中
日
政
～

償
を
請
求
す
る
ク
ブ
ス
術
成
員
の
人
政
は
お
そ
ら
：
グ
ラ
ス
ハ
U

雪
印
、
と
司
制
ざ
れ
た
も
の
よ
り
メ
手
ノ
と
い
で
あ
う
て
し
す
に
が
っ
て
、

ケ
－
フ
ス
－
J
J

ク
ン
当
ン
弁
護
i
と
必
告
は
、
し
ば
し
ば
、
ク
ラ
ス
構
成
一
は
が
オ
ブ
ト
ア
ウ
ト
す
る
か
、
京
地
町
ど
詰
求
す
る
訴
に
、
交
法

し
て
和
解
JY
締
結
す
る
こ
と
が
ゼ
ぎ
る
d

ク
↑
ノ
ス
病
以
買
の
う
ち
お
お
工
を
ど
の
く
ら
い
の
人
が
ぷ
立
川
、
的
汁
（
て
よ

lrる
の
か
が
わ
か
る

か
ら
で
あ
る
c

反
汁
ぃ
、
ト
八
百
］
ム
夜
主
一
不
法
行
為
訴
訟
に
お
い
亡
、

オ
プ
ト
v

ウ
ト
す
る
人
数
か
賠
償
首
ぷ
を
な
す
人
数
が
和
解
な
断
念

せ
ぎ
る
生
得
な
い
ほ
2
に
多
数
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
た
ノ
川
。
能
性
は
＋
八
九
ゴ
い

オ
ノ
ト
ア
ウ
ト
は
ハ
d
d
v
h
的
な
和
解
に
対
す
る
明
’
t
な
約
成
ず
あ
る
υ

苓
恥
絞
り
個
人
が
和
解
に
参
山
中
」
ず
、
個
別
に
手
続
を
縦
続
す
る

Ul<J<、ii'''/'iお＇..31 193i 339 c初出，i;J



な
ら
、

被
告
は
包
析
的
な
平
和
を
け
什
る
こ
と
は
で
き
な
い
へ
い
吹
台
は
、

和
解
を
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
は
ず
で
？
ジ
o

h

l

tmv川1
勿
ム
円
、

り
に
紋
告
が
守
山
の
工
う
な
条
件
℃
和
解
な
L
ょ
う
J
Eい
っ
て
也
、
十
分
な
金
銭
乞
支
払
お
う
と
は
店
わ
な
い
で
あ
ろ
う
r

よ
り
は
凡
額
の

和
併
一
り
申
し
出
に
よ
り
、
人
身
校
当
事
件
を
寺
内
と
す
る
除

E
測
弁
護
士
が
初
憾
に
応
ご
G
選
々
は
減
り
了
つ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
イ
シ

ブ
方
！
？
ル
に
が
介
さ
れ
に
州
々
の
旬
以
一
件
に
つ
い
て
訴
訟
氾
行
の
緋
絞
を
坦
む
と
乙
に
も
な
る
じ

一
方
、
人
身
侵
半
一
事
件
を
守
門
と
す
る
有
識
二
一
ば
、

ク
フ
ス
の
和
解
が
白
分
た
ち
の
顧
存
一
な
い
、
）
rHfM7Lv
自
身
に
役
J

た
な
し
し
〈

μ

ぬ
れ
や
は
、
剛
容
に
オ
ヴ
ト
ア
ウ
ト
な
約
め
る
か
も
し
れ
な
い
〉
さ
ら
に
、
、
」
の
一
て
つ
な
汗
設
は
、
大
規
税
な
治
d

十
メ
デ
ィ
日
ま
で
は

政
送
メ
デ
ィ
ア
を
利
市
ー
ェ
1
1
将
司
市
ク
ラ
ス
情
点
目
民
、
こ
な
る
か
も
ー

い
人
々
に
オ
ァ
ト
ア
」
ノ
ト
す
る
こ
t

J

f

品
目
く
勧
め
る
て
つ
ヨ

いけh
h
j
y
J

ャ
ン
ベ

i
J

一
と
で
、
抑
制
併
す
ら
も
出
火
に
阿
ん

rFJる
よ
入
試
み
る
か
も
L
れ
人
司
い
U

ォ
ブ

I
ア
ウ
ト
を
反
小
化
ず
る

ア
め
、
重
法
人
位
、
」
と
は
、

ケ
一
ア
ス
・
ア
ク
J
J

ョ
J

ムア一説。仁二日夜
f
u
が
、
人
F
J
h
p

松
山
れ
門
事
件
を
お
J

門
と
す
る
宇
一
市
ihy
ら
尋
安
な
tr人隠
z
f
y打

】

hb
二、
ζ
4
Jノ
？
ノ
J

J

に
よ
る
〆
れ
威
は
、
｛
で
ト
ヘ
化
さ
れ

む
）
に
北
川
づ
レ
て

請
求
？
と
に
り
刀
争
殺
の
金
額
に
請
求

和
解
む
川
和
布
が
ー
と
し
て
交
法
に
よ

η
決
定
さ
れ
る
小
続
税
長
室
長
】
信
ク
ラ
ス
・
ア
ク
ン
ョ
ン
に
携
わ
る
汗
護
士
ら
に
と
っ
て
、

内
ア
ウ
、
ほ
ど
明
ら
か
な
も
の
で
は
立
い
か
も
し
れ
な
い
〔
大
申
波
ハ
十
日
不
必
行
J

布
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
和
解
誌
は
、
そ

心
経
額
に
つ
い
て
、
交
渉
に
ト
久
的
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
＋
J

γ

r

－m声的
山
、
一
原
告
湖
弁
護
士
と
紋
古
が
k

父
渉
レ
て
決
め
る
、
り
は
、
1

包
括

的
な
平
和
の
値
段
て
の
る
し

被
自
が
代
括
的
な
斗
和
の
た
め
に
和
解
金
領
の
祝
福
山
γ
一
決
め
る
場
合
、
個
々
の
ク
ラ
ス
構
成
口
デ
か
り

τ
れ
F

れ
作
る
む
初
、
学
一
L
亡、

そ
の
川
町
γ
A
E
r
｝
い
て
、
人
身
侵
害
を
よ
mJ
門
と
す
る
個
々
の
弁
護
が
り
一
れ
ぞ
れ
明
日
る
わ
H
N

配
を
安
必
ず
る
か
仁
川
伊
山
町
」
う
る
J

和
解
の
可
能
性
が
あ
る
、
」
乙
の
出
知
が
広
：
な
古
い
れ
る
場
合
、

ど
の
く
り
し
の
人
げ
ア
和
解
令
心
分

一仙又ハノ
p
h

、
こ
こ
っ
ア
に

一
ー
に

f
f
j

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ 196）られ• :::OOc. 11 
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十
札
知
す
る
た
め
に
引
い
川
的
に
熊
易
で
の
る
み
台

ク
フ
J

パ
楢
一
肌
同
一
で
白
い
多
料
似
の
詰
ぷ
い
棒
高
が
ね
併
に
参
加
し
よ
う
と
ず
る
は
ず
で
み

る
r

そ
の
殺
が
？
入
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
「
、
も
と
の
ク
ラ
ス
構
成
一
は
が
氾
け
ら
れ
る
金
納
は
小
沢
、
〈
ヒ
り
、
か
つ
メ
の
代
町
人
（
り
旧
作
る
全

フメノフJYエこ、泣ける大，~j，~ r；ィ、itffノ占二elfcl：へのク巧ス ソクンヲノむ吋l；六

績
も
よ
r
さ
く
な
る
ハ
ク
フ
ス
掛
川
同
員
、
り
一
口
て
あ
る
一
け
己
心
恥
容
と
ぷ
酬
に
悶
ふ
や
る
契
約
を
締
結
し
之
、
人
身
μ主
↓
事
利
JVι
甫
2

円
と
寸

る
弁
起
工
は
、
り
て
れ
そ
れ
の
顧
存
が
得
た
賠
償
魚
の
う
ち
ん
札
討
札
口
J

古
川
け
い
以
る
♂
一
一
し
て
Z

の
た
う
酌
仁
、
彼
ら
が
ク
ラ
ス
将
校
一
す

必
然
的
に
対
斗
す
る
こ
と
に
な
る
戸
将
市
八
ク
一
ノ
ス
構
成
員
と
な
る
さ
が
あ
ま
り
に
B

多
く
J
A
f

ト
v

ワ
ト
し
よ
う

t
h
2
0場
合
、
民
F

一円

が
大
雲
間
関
口
一
小
法
行
品
ク
ラ
ス
・
γ
ノ
ク
ン
ョ
J

で
和
解
1
ν

な
い
ャ
／
｝
〆
一
同
じ
く
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
一
間
求
持
者
が
一
y

フ
ト
イ
プ
！
υ

。

側
々
の
涼
乙
側
弁
護
i
は
和
併
を
相
一
ま
な
U

で
あ
ろ
う
」
他
ん
、
ク
ラ
ス
交
友
上
は
、
利
用
別
総
凱
の
う
J

っ
二
位
割
台

で
報
酬
が
人
払
わ
れ
る
こ
乙
合
前
侍
し
て
い
る
f
八げの、

オ。／

i
イ
J

ず
る
恥
終
的
な
人
数
に
は
そ
れ
ほ
ζ

民
U
J
V
乙
汁
た
な
い
U

｝
」
乃
ソ
ょ
う
人
在
京
将
ム
ス
性
に
取
打

、
大
自
治
書
不
法
行
為
に
つ
い
て
札
括
的
な
和
解
を
試
み
ど
い
た
原
告
側
弁
刊
誌
士
こ
被
告

ぽ
、
及
川
宵
に
つ
ぎ
の

た
乙
す
小
品
わ
ち
、
内
分
た
ち
が
花

mn的
む
た
め
だ
け
に
条
パ
付
で
ク
ラ
ス
デ
↓
認
一
J
U
し、

可
叫
比
さ
れ
た
ク
ラ
ス
と
和
解
の
保
条
件
U

ゲ
二
河
川
滑
り
で
涜
い
叫
す
】
／
俗
、

す
て
の
結
果
、

ク
ラ
ス
偽
成
長
は
、
一
U
分
た
ち
が
寸
寸
人
ア
ウ

？ユル」
4
内切一寸ノハ
v
i
m
M
T
川u
h
M

お
よ
ひ
オ
ブ
イ
ン
す
る
こ
と
か
れ
希
望
す
る
か
百
台
の
双
方
に
つ
い
て
、
筑
間
予
れ
る
、
」
と
に
ん
70ν

被
告
は
、
中
し
出
ら
れ
七
和
惇
条
刊
で
、

ク
ラ
ス
ア

f
ン
ョ
ン
む
ね
併
に
ム
7
守
し
た
が
、
裁
判
｛
「
一
が
ね
併
を
承
認
し
ん
引
か
っ

合
、
お
よ
び
、
土
金
三
、
他
心
条
件
が
み
に
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
認
正
に
け
さ
A
P」
中
レ
立
て
る
権
問
中
山
間
保
レ
ー
一
只
ー
に
と
え
ば
、

仙
似
合
は
、

す
プ
ト
ア
ウ
ト
「
る
人
数
が
多
す
ぎ
L

場
介
、
九
日
守
一
を
取
り
前
「
’
F
’
も
し
れ
な
い
c

反
対
に
、

原
生
下
川
畑
弁
護
i
は、

す
プ
ト

イ
シ
ず
る
人
数
引
J

と
て
も
多
く

個
々
の
ふ
首
？
レ
い
の
姉
柏
市
’
ハ
／
釘
に
h
d
る
ゆ
ム
円
げ

い
c

ぷ
判
官

T
Z

て
、
一
」
の
こ
と
は
一
川
町
ま
し
い

c
E
い
つ
の
は
、

ゾ
ブ
ト
ァ
フ
卜
ず
る
人
数
は
、
和
解
が
ん
ム
土
で
あ
る
と
叩
訳
読
さ
れ
る
ご
と
の
お
悌
に
な

P
3

九リコ

4
2
1
 

か
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条
什
山
刊
む
ケ
ラ
ス
承
認
は
新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
は
な
か
2

て
へ
連
邦
え
訴
対
照
二
条
に
隠
す
る
連
叩
「
tJ出
現
段
f
ぽ

ι諮
問
委
ロ
ム
山

の
JF点
て
は
、
そ
の
可
能
壮
い
に
つ
い
C
口
設
さ
れ
と
い
る
つ
こ
う
L
た
利
町
一
は
、
計
昔
、
事
ク
ソ
ぇ
ア
ク
シ
ョ
／
で
も
ん
九
渉
し
ν

、
締
結

；
ー
ャ

3
J

J

、L
A川1
ヲ↑
F
J

、」心〆ピザ八じ、

政
判
ハ
れ
が
た
ん
に

十八口軒目的
ι
ム
ィ
不
法
行
為
一
品
訟
に
新
た
た
宙
開
山
砲
を
E
J
き
起
こ
し
に
だ
凡
で
め
っ

f
u

し
か
し
、

和
解
の
た
め
だ
け
ピ
ヶ
ソ
ス

て
し
る
こ
「
れ
ば

法
判
官
は
、
連
郊
氏
♂
占
禁
則
ご
一
条
守
仇
一
リ
、
ゴ
試
雫
件
を
刃
山
す
す
る
か

恥
一
か
を
判
断
す
一
る
際
、
1

ク
7
え
ア
々
ノ
プ
〆
の
い
み
引
い
同
直
す
る
で
あ
ろ
う
凶
桂
川
さ
に
つ
い
て
判
問
「
る
必
史
上
？
な
く
な
る
一

h

一円て

2
に
、
大
H
Z

険宝口
f
h
I

仏
行
為
訴
訟
に
お
い
て
は
、
少
約
十
＼
U

草
川
内
宝
口
市
事
例
乙
…
呉
な
り
、

ク
ラ
ス
の
規
杭
が
和
慢
の
成
止
に
つ
い

て
大
さ
ん
也
意
味
を
持
ヮ
て
く
る
つ
し
か
も
、
町
ハ
μ
一
汀
聞
か
議
お
よ
び
被
告
が
末
端
実
件
に
さ
ρ
り
さ
れ
る
」
干
の
止
め
に
、
和
燥
の
だ
の

ζ

い
う
条
件
付
き
ク
一
ノ
ス
訟
副
か
菩
案
ベ
ー
れ
た
が
、
川
汎
別
化
は
六
れ
ほ
か
っ

し
か
し
、
粘
い
問
、
述
日
取
高
裁
は
、
人
目
語
、
マ
ミ
コ
ベ
γ

弘、ごと
u
i
p
吋
へ
宍
詞
d
E
N
F
C
コ
U
N
H
A
↓
出
い
へ
も
日
（
口
事
叶
）
ピ
お
い
て
い
一

も
っ
、
と
も
こ
れ
C
問
題
か
堺
、
役
L
ア

レ
r

そ
も
そ
も
、
川
町
別
の
権
引
を
ク
ラ
ス
・

y
行
ン
コ
つ
〆
と
し
て
集
団
化
し
て
取
り
扱
う
こ
と
の
実
刈
汁
、

さ
ら
に
ぽ
判
決
で
は
は
ノ
＼

和
川
町
で
処
刑
判
す
る
こ
と
の
ー
止
し
さ
等
々
に
つ
レ
て
は
、
な
お
1
F
め
る
べ
き
明
也
と
し

て
い

zwの
J
l

、丸山れて

心
中
す
し
い
幻
と
展
望

ア
メ
り
力
一
一
件

γな
げ
る
ク
フ
ス
・
ア
ア
ン
ョ
ン
の
大
量
級
妻
小
伝
行
為
市
件
へ
の
拡
λ
の
背
景
と
ユ
の
問
題
点
と
政
認
い
て
き

t
u

ふ
れ
を
快
瑚
し
、

ー
手
伝
か
ら
ク
ブ
ヴ
了
ア
ク
シ
J
J

〆
乞
検
討
す
る
ん
似
点
？
と
時
認
し
に
い

人
斗
一
被
宅
不
法
行
為
訴
訟
の
以
聞
と
有
識
二
の
没
却

ト
ヘ
吾
被
宇
不
法
行
為
訴
訟
に
つ
い
て
、

ま
ず
、
掛
川
認
μ

て
お
く
べ
さ
こ
と
は
、
こ
れ
が
あ
く
ま
で
J
、υ個
別
の
権
利
に
討
す
る
ま
済
乞

ぷ
め
る
伝
統
的
な
枠
杭
み
に
市
ま
れ
る
も
の
て
あ
う
十
一
三
こ
、
に
だ
、

あ
ま
り
に
多
殺
の
蓄
に
発
宇
す
る
た
め
一
、

一0

3

戸

一

J

！
v

z

J

I

、，h1
は
i'.t 
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法
判
所
に
什
ち
A

ど
さ
れ
た
場
合
に
は
、

集
凶
約
九
品
効
率
作
C
r向
い
処
恐
が
ぶ
め
ら
れ
て
と
い
う
こ
と
立
ふ
る

タ
バ
コ
訴
訟
や
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
に
児
ら
れ
ん
よ
共
に
、
当
初
は
、
同
長
ー
悶
係
の
立
一
副
等
、
困
難
必
問
題
乞
多
く
ね
え
、
必
ず
し
も

フメノフJYエこ、泣ける大，~j，~ r；ィ、itffノ占二elfcl：へのク巧ス ソクンヲノむ吋l；六

勝
訴
山
い
来
た
わ
け
で
は
ず
れ
弘
、
引
っ
七
〈
子
づ
い
た
傾
向
J
V一
銭
」
七
の
は
、

個
々
の
弁
護
i
c努
力
ξ
あ
っ
た
〈
こ
の
よ
う
な
’
汗
護
f
は
伏

法
的
な
不
法
行
為
訴
訟
を
初
当
寸
る

η詑
士
て
あ
わ
、
こ
れ
つ
の
者
の
山
か
、
口
、
え
端
的
な
科
学
4

決
刊
け
を
戦
え
ノ
ノ
ー
ノ
ハ

y
今
、
身
い
つ
け
、

十
八
畳
一
小
法
行
為
訴
訟
ど
専
門
と
「
る
力
投
？
？
耳
切
川
が
午
ま
れ
て
く
る
ν

彼
ら
・
役
立
ら
の
特
設
は
、

ク一
P

ノ
ス
ア
ク
、
ン
ー
ン
弁
護
士
、
t

対
ん
す
れ
ば
切
り
か
と
あ
る
が
、
あ
〈
土
で
も
ト
ラ
イ
ア
ル
で
勝
訴
評
ム
兵
士
山
川
る
こ

y
U
7
J的
／
て
J
る
υ

校
一
汗
す
れ
ば
、
先
端
的
伝
科

当

fJ出
訟
に
お
い
て
、

説
終
的
な
立
一
汁
活
動
を
い
波
間
」
う
る
民
官
官
リ
が
ふ
め
つ
れ
る
の
と
あ
る
。
且
i

剣
に
初
加
で
泣
ま
ぜ
る
い
一
と
を
念
頭
に
r
E

く
ク
フ
ス
・
γ

ク
シ
ョ
ン
弁
詫
上
ζ

は
そ
の
資
質
が
け
い
、
は
る
n

現
在
、

ア
メ
リ
カ
は
、
作
療
訴
訟
斗
J

、
先
端
的
伝
科
学
好
一
泌
を
J

斗
士
山
に

活
用
す
る
口
、
に
お
い
て
川
店
主
～
日
円
で
あ
る
こ
考
え
る
が
、
そ
の
素
的
は
、
マ
ス
ベ
ス

T
訴
訟
で
倍
、
わ
れ
た
宇
一
市
i
長
凶
が
生
み
山
ー
し
た

r

γλ
一
ぽ
／
、
J
し
む
は
い

り
“ 

ー
ハ
川
斗
一
被
常
不
法
行
為
JA訟
へ
の
ク
ラ
ス
・
ア
ク
〉
司
〆
弁
護
士
の
進
出
こ
そ
こ
か
ら
生
じ
る
刊
強
点

L
h
に
見
た
十
九
日
役
山
口
不
比
行
為
訴
訟
と
少
被
多
数
被
雫
円
余
異
む
と
す
る
ク
フ
ス
”
ア
ク
シ
ョ
ン
は
別
物
で
丸
ワ
だ
っ
前
者
は
、
洞
別

の
紋
…
吟
乞
I
J

同
判
所

r求
め
と
も
卜
分
に
統
済
的
に
以
内
ろ
も
心
で
あ
J

h

l

一J

ね
h
、
後
再
は
、
伝
統
的
な
判
別
訴
訟
で
は
救
済
が
訴
訟

7
H
渋
的
に
山
村
ら
れ
な
い
も
の
を
、
後
凶
化
寸
る
こ
と
で
五
日
均
的
な
殺
害
を

5
え
、
手
ら
に
は
、
行
政
的
掛
制
ど
裁
判
所
を
一
旭
日
午
、
実
践

し
ト
で
っ
と
ム
ヲ
q
Q
J
もの
7
；
わ
ザ
匂
わ
一
こ
の
と
ニ
ノ
に
、

向
者
は
、
本
来
、
異
な
ヮ
た
処
刑
ー
が
期
待
さ
れ
る
訴
訟
類
型
て
あ
っ
す
九
r

v

j

か
vν

、
ク
ソ
ス
・

f
ク
ン
プ
J

弁
護
ふ
は
、
そ
の
巾
坊
を
つ
ね
に
拓
大
ず
る
悩
向
を
持
っ
さ
つ
で
あ
り
、

ζ

〈

の
7
7

つ
よ
人
わ
ノ
、
あ
ゐ
L
は
胤
制
さ
れ
止
場
合
に
は
、

ス
・
ア
ク
ン
ョ
J

池
山
領
域

そ
の
傾
川
が
品
目
ま
る
に

方
で
、
大

立
被
生
H
f
m

法
行
為
♂
前
訟
も
、
問
茂
こ
さ
れ
た
製
造
物
心
九
え
へ
の
流
通
を
背
示
f

い
ん
で
一
回
化
ー
、
賠
償
瀬
弘
一
稲
本
村
大
な
も
の
／
ア
え
っ
て
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い
っ
た
そ
の
結
果
、
ク
ラ
ス
・

γ
ケ
ン
ョ
ン
弁
道
士
rLPら
入
一
を
川
町
く
こ
と
に
な
っ
て
へ
も
も
ろ
七
、

カ
ノ
ブ
ス
ヲ
y
勺
、
ン
ョ
ン
じ
一
ト
J

亡
命

川
浩
刊
に
も
メ
り
ソ
ト
は
め
る
わ

ク
ツ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
♂
遊
山
さ
れ
る
請
に

倒
産

T
絞
が
利
用
さ
れ
え
よ
う
に
、

T
V札

「
A
h

フ
コ

一5
1
1
t

心
コ
ス
ト
JY
伝
機
化
し
つ
つ
、
染
問
的
ヘ
ホ
処
市
ド
ム
を
行
h
m

ノ
必
要
炉
れ
が
あ
っ
と
か
ら

fcわ
る
。

も
っ
と
も
、
件
￥
］
止
に
多
い
c

本
来
、
勝
訴
を
念
践
に
、
時
聞
を
か
け
亡
訴
訟
法
行
）
て
い
ス
も
の
が
、
和
前
町
ね
つ
い
の
机
述
な
処
理

が
な
さ
れ
る
こ
ど
が
そ
の
一

ソ
ゼ
あ
る
し
そ
こ
で
は
、

ぽリム
v
b
H
リ－
R
ュカi
、F
J

ノこ、ノ一、～

ι
γ
Jん
日
r
H
I

中

ι
4
1
7
0
ヵ，

川
川
が
半
、
ザ
レ
、
一
と
恥
’
！
？
問
わ
れ
る
こ
と
は
多
〈
怠

く
、
作
品
汀
川
の
法
廷
は
、
子
元
に
↓
へ
る
収
入
を
1
川
許
ず
る
原
告
側
代
述
人
↓
少
し
で
も
恥
償
討
を
低
〈
抑
え
「
で
？
く
す
る
散
を
の
思
惑

か
父
錯
す
る
ブ
ォ
ー
一
ア
ム
と
な
る
。
被
υ
行
者
て
あ
る
原
己
本
人
は
笠
き
去
り
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
科
千
的
知
識
を
駁
便
λ
J
る
弁
護
士
、

科山
γ技
桁
ー
っ
J
1
4

じ
、
か

一
け
パ
引
験
を
靖
、
え
だ
専
門
家
祉
人
、
松
川
一
の
素
人
で
為
り
、
科
学
技
小
刊
の
基
礎
ピ
ヘ
ノ
い
て
も
不
案
内
な

陥
落
に
、
布
度
な
恰
報
を
い
注
Lq
る
訴
訟
uu忙
を
生
み
出
し
に
日
つ
て
の
γ
八
円
旦
円
以
h
L

口
不
法
行
為
訴
訟
〆
｝
宍
な
h
、
一
〆
午
、
／
ク
・
サ
イ
工

〆
ノミか

の
池
γ
h
h

引
け
る

μ統
J

七
な
ク
一
フ
ス
・
ア
ク
ン
ゴ
／
で
も
そ
う
で
↓
め
る
が
、
和
解
し
し
い
h

つ
も
の
や
一
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
は
置

十
八
な
問
題
と
じ
4

認
識
き
れ
て
い
る

内

,} 

日
本
誠
心
枠
制
み
で
考
え
る
志
設
と
視
角

わ
が
凶
は
ク
ラ
ス
ア
ク
／
T

ノ
と
い
う
h
L
hい
を
持
ヒ
な
い
。
ま
た
、
合
衆
凶
と
誌
な
り
、
行
政
機
関
も
充
実
し
て
い
る
っ
た
と
え

は
、
ヨ
本
て
も
い
工
い
工
ア
ス
ぃ
二
人
ト
ー
似
す
が
マ
ス
コ
ミ
JV
に
ぎ
わ
ず
工
う
」
た
つ
に
が
、
司
法
は
令
市
水
凶
の
上
初
っ
た
U

ゃいり
V
を
し
ん
弘
く

て
も
す
む
さ
J

に
も
け
い
え
、
そ
の
三
味
で
、
か
の
地
の
ク
フ
ス
・
ア
ク
ン
1

／
を
考
え
る
必
要
性
は
い
同
く
会
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
し

V

J

か
〕
、
か
の
地
で
も
口
ー
や
れ
る
ぷ
う
に
、
行
政
に
支
払
人
ノ
コ
ス
ト
に
は
限
界
が
あ
る
と
り
れ
円
、
凶
門
家
財
政
が
r
h
迫
〕
て
い
る

日
た
い
の
現
状
か
む
す
れ
ば
、
今
後
は
、
過
乏
な
矧
枯
れ
を
行
政
に
か
け
る
い
ア
、
は
問
冠
J
r
h
ろ
え

J
そ
の
場
台
に
は
、
司
法
に
よ
る
紋
済

( 1：，）（六法、アl仁D(:j' フ：10）ら↑ :::OOc. 11 



や
ぶ
め
ら
れ
る
は
ず
で
：
r

ぬるコ

三、
yγ
え
d
h
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
が
♂
廷
に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

先
制
的
日
午
科
学
知
識
を
訴
訟
内
生
h
ザ
「
一
、
と
の
問
末

フメノフJYエこ、泣ける大，~j，~ r；ィ、itffノ占二elfcl：へのク巧ス ソクンヲノむ吋l；六

る
俗
習
を
発
成
寸
心
必
泌
が
お
る
〈
」
円
手
て
J
O
医
療
事
判
長
ぺ
部
付
：
の
と
う
に
、
九
段
れ
に
い
%
は
V
H
z
ピ

vE闘
し
て
い
ゐ
例
も
お
る
つ
へ
寸
絞
は

さ
ら
に
そ
れ
乞
党
辰
さ
せ
る
必
乏
が
あ
り
、
そ
の
2
5
味
で
、
科
学
裁
判
さ
先
行
「
る
ア
メ
リ
カ
法
を
参
即
す
る
こ
こ
に

ト
人
皇
被
中
川
不
法
行
為
訴
訟
は
ヨ
ム

5
も
起
こ

一
」
の
場
合
、

如
何
に

L
て
幼
必
的
に
大
量
の
事
件
を
処
問
、
三
か
つ
公
正
念

結
論
、
挨
一
f

づ
れ
ば
賠
償
J

引
の
公
示
仕
分
肘
を
弓
く
か
乙
い
う
股
間
予
宇
じ
る
。
よ
二
、
二
本
u

安
易
ヨ
方
法
ば
、
和
併
を
前
民
に
す
る
こ

と
ど
あ
る
」
こ
の
こ
と
は
ザ
メ
J
カ
渋
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
h
ろ
う
υ
L
か
し
、

一
昨
る
料
生
ハ
ー
も
門
品
交
け
ら
れ
た
〉
考
、
え
る
べ
き

万
山
こ
じ
と
は
、
和
併
を
一
律
的
に
否
定
F
る
こ
と
で
は
な
川
で
占
め
ろ
う
口
ま
ず
考
え
る
べ
き
は
、

九
日
り
れ
の
バ
川
一
肘
で
ゐ
司
令
U

立川仰に

寺
町

J
f乞
列
川
市
で
き
る
U

民
宇
一
一
一
州
停
千
絞
を
同
心
起
uo
れ
F

～
ぃ
。
訴
訟
の
ぬ
ム
円
に
は
、
や
は
打
、

4
3吋
を
台
頭
に
置
く
デ
ず
で
為
る
。
ふ

の
ど
吟
に
は
、
一
利
学
w
叫
ん
矧
見
、
統
計
り
子
市

T
法
を
戸
市
一
訟
巡
す
け
に
取
り
入
れ
る
べ
舎
で
あ
る
〈
ご
の
点
に
お
い
J

＼

ア
メ
リ
カ
法

ιは日ハ

る
べ
き
も
の
が
多
く
あ
る
と
考
え
る
〈

れ
ま
で
も

以官
4
1
に、

ケ
ラ
ス
ア
ク

J
3

む
辺
p

へ
の
是
品
に
つ
い
こ
r
メ
ン
ド
し
て
、
結
び
に
代
ス
た
い

ク
フ
ス
・
ア
ク

わ
が
国
で
も
詠
じ
ら
れ
マ
き
た
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ネ
汀
一
ア
ノ
プ
た
対
ー
ト
で
あ
っ
た
F

消
費
高
田
弘
訴
訟
が

ン
3

〆J

一ノはナへや供、

一

、

づ

（

立
は
化
さ
れ
る
「
い

ク
ヲ
ス
・
ア
ク
ン
コ
ン
ピ
考
ん
る
必
以
が
に
は
も
は
や
伝
い
と
、
も
一
三
円
わ
れ
る
つ
し
か
し
、
大
量

の
訴
訟
を
効
市
r
M
川
内
処
川
↓
「
る
デ
バ
イ
ス
と
し
て
、
ク
ラ
ス
・
ア
ク
ン
プ
／
は
ん
l
h
u
お
活
力
的
で
あ
る
v

と
り
わ
円
、
f
r
ハ
リ
に
よ
る
攻

訟
を
超
え
、
同
町
山
古
川
日
常
に
よ
る
設
が
を
考
え
る
場
合
に
は
、
旧
制
山
王
賭
け
れ
同
ク
ラ
ス
－
ア
ク
ン
ョ
ン
の
J

い
に
は
、
土
だ
ま
だ
倹
討
↓
べ
き
ぷ

い
と
巴
わ
れ
る
じ
わ
が
国
三
一
入
さ
れ
る
、
ぬ
る
い
は
石
務
犬
さ
れ
る
方
泌
を
、
追
っ
た
角
夜
か
ら
検
一
此
「
る
？
え
で
、

ク
ラ
ス
・

γ
ク
、
ン
ロ
ン
研
究
に
は
今
後
も
十
分
な
人
史
認
が
あ
る
と
考
え
る
」
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週
刊
ぺ
相
川
河
牛
に
は
、
や
一
部
ピ
1

J

叫J
t
J

事
立
に
れ
た
り
こ
教
小
ι
？
に
万
コ

f
一C

－Q
エ
ヤ
は
は
な
は
だ
不

l
分
亡
、

z
n
J
r
Uに
報
J

る

も
の
と
G

r

p

I
よ
刊
ら
♂
、
一
八

v

：υ
加
す
か
し
い
以
わ
く
は

£
F匂
が
、
ヘ
ー
綾
心
川
選
ん
と
古
い
、

μ
て
止
の
ご
返
峨
心
計
悦
し
と
さ
セ
ご
V

A

だ
け

｛
付
一
郎
｝

？れ

J1

い
で
め
る
〕

＊ 

京
附
～
ん
は
、
引
に
川
町
究
費
主
笠
研
究
N

1
註ハハ
4
4
拍
子
見
山
首
珪
心
引
一
川
主
将
コ
ミ

P

F

、4
ヨ
〆
モ
デ
ル
心
構
一
時
一
ド
t
H
げ
た
円
u
絞

ι
八一一川町一元」

（
り
支
技
ど
れ
七
叶
究
成
祉
の
つ
で
あ
る
ー

｛
い
川
相
ァ
メ
ャ
ノ
カ
J
ば
に
お
げ
？
へ
門
↓
川
蕊
比
七
円
〆

t
h為
訴
訟
ヘ
ホ
JJ

ク
ノ
ス
e

マ
ん
ど
〆
ヨ
〆
の
心
川

中
υ

L

Y

J

て

」

九

円

宮

市
l
校
長
十
円
桶
寸
三
れ
一
一
口
〈
U

h
牛、

戸
内
）
よ
ノ
詐
し
い
！
事
柄
p

－つ

L
て
は
、
川
桶
・
前
掲
止

1
」
月
八
百
点
一
＼
ハ
ノ

C
f斗
年
、

｛

J
J
＼

mt
川
刊
か
う
訂
叫
代
汚
ク
ノ
ス
フ
ク
ン
コ
シ
ま
で
〉
正
史
を
い
時
究
す
る
J

人
、
紘
一
「
ご
、

5
1
2
2
w
h
寸

2
見
切
』
君
主
戸
豆
ロ
E
H
m
A
F
4

人
〆
「
土
問
中
戸
店
】
「
己
』

t〉
ロ
C
7
1
H
C
H
H
H
H
h
p
H
h
l
v巴
何
回
只
円
「
〉
M
m
〉
n
H
H
C
Z
一ヘ
H
D号、

（
－
一
日
刊
ロ
ズ
m
μ
d
N
H
Y『
A
V
〈

ζ
p
司
河
口
同
月
〉
円
可
司
、
〆
〔
，
↓

rfj何日日小山一日（］右にお）

三
、
」
ハ
｝
J
F
C
エ
ミ
ピ

5
」
T
2
Lミ
ミ
ヤ
ペ
／
J

L手
人
、
唱
え
た
ミ
ト
ヨ
ベ

F
P
Eケ
ム

E
2
話
ン
ミ
ケ
冗
ミ
吋
O
山
（
主
c
d
－
一
郊
に
訴
規
則

二
一
条
）
刀
法
町
さ
れ
る
h
引
イ
の
類
型
P

つ
い
て
は
、
さ
し
あ
h
j

灯、

R
r
z
hロ
己
EPMRPY
」広島円、～

r

F
戸
々
わ

krFUPR
同

戸

E
R

（J
J
J
円
勺
問
。
門
｝
ワ
同
叫
ん
市
広
三
v
y
と
U

忌
三
（
（
U
H
L
4
n

］3
3
3

］

czr（自
Z
2
7
2
3
どへ
h
E
d
N
S
F
（印）
F

門
叶
cbv

民
一
ニ
ズ
吋
ロ
ヌ
一
2
5
2
2｝丸一
LL2pqユ
宍

7
日
公
一
大
7
p
日〉小山刊の～〆打、｛日（）
Z
U
J
Z
｝｝（
v
－
Z
T会見

7
日
円
円
［
】
で
戸
児
一
〆
ア
【
〔
】
（
て
〆
円
日
ハ
）
Zヤ

長
官
で
一
倍
前
々
一
ァ
ス
。
吋
ク
ン
ゴ
ン
ヤ

ーヘ ー

Z
J』（日戸｝
0
3
）

－S
）

U
4
1、
弓
市
下
千
絞
リ
山
nv
告
か
も
な
は
川
究
者
て
あ
る
｝
三
E
M
目立
HMMr
出
、
ぷ
凶
rklnム
I
F
円
山
刑
事
録
、
一
安
一
川
川
－

5
V
A円
山
山
守
制
作
討
が

L
e

九
、
ハ
の
吋
改
止
か
従
削
心
ケ
ラ
ス
マ
ク
ン
寸
ノ
に
行
在

L
P人
二
一
前
半
り
わ
か
い
り
に
、
さ
へ
の
誌
判
官
と
弁
護
い
の
し
ら
ゴ
ち
に
バ
バ
】
J

い
に

け
一
〔
よ
内
る
し
が
み
＋
L

、
い
る
、
ケ
三
一
斗
ニ
ん
2
4
一
回
「
止
さ
き
ご
号
、
一
言
ご
と
q
h
N
h
o
p
山
時
｛
〉
「
ズ
ハ
三
二
作
三
戸
主
一
v
p
玲
ニ
ハ
エ
ニ
）

戸ド
J

）

λ
六
六
午
1
F↓
ι「
：
二
刊
ー
し
て
は
、
私
人
に
よ
る
訴
よ
い
γ
一
尚
一
じ
た
規
制
心
女
現
？
川
一
口
及
し
に
ど
九
わ
れ
る
正
校
も
存
在
一
ヲ
一
台
f

と
と
え
ば
、
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九
六
六
戸
－
諮
問
査
員
公
〈
1
J
ン

R
l
タ
ー
で
あ
っ

t
一
w
g
Z
3
2
F
モ
一
三
一
に
よ
れ
ば
、
正
幻
伊
記
上
？
に
よ
れ
、
少
栴
D
4
m
求
が
一
回
フ
リ
ム
札
な

，
、
な
る
こ
と
が
あ
る
い
口
。
に
の
と
こ
は
出
徳
的
に
止
ど
た
さ
れ
匂
月
比
疑
問
亡
ふ
り
る
〉
し
、
ク
ラ
ス

o
p

ク、

fJ／
Jは
こ
よ
j
L
L
一人一〉戸、～
r
三

て
行
政
モ
ね
の
よ
一
つ
に
咲
倍
す
る
と
指
摘
L
ド
ヘ
ロ
3
3
2
L
P
V
5
5
5
2
5
お
き
ミ
ト
孔
ヘ
守
（
ゴ
ミ
（
A
V
S
き
と
号
、
－
V
4
w
G
Z
3支
出

ミ～内

uM～
hω
吉

h〉爪
ザ

hザ
円
礼
「
作

v
、Q町
勾

h

℃
、
に
乙
与
リ
八
i
山
、
Z
へ
】
M
M
F
5
吋
；
三

Z
E
P
F
町
内
c
x
E
F
L
氏
、
法
的
政
涜
手
段
を
一
日
用
「
る
こ
乙
が
ベ
ハ
ら
れ
い
る
此
涜
L
一
心
コ
ス
ト
出
口

屯
へ
口
わ
な
い
場
人
口
、
子
ゲ
戸
川
叫

T
る
の
と
は
仕
〈
、

r、
レ
ろ
民
一
山
中
U
な
品
川
宵
ー
を
J
J
J
〆↑
ω
一
、
舎
で
あ
る
J

二
千
て
い
ふ
ん
一
ご
去
と
ぎ
ア

2

｝

H
E
H
ハ
一
P
一
T
W
E
戸
内
め
同
c
z
E
w
h
H
C
T
f
M
匹
、
（
2
K
E
b
v
ミ
N
q
f
〈
」
F
h
E
N
N
む
と
会
L
＼
～
丸
山
町
、
「
と
P
A
R
N
F
2
戸
「
円
ケ
凶
「
同
ム
2
5
%
λ
F
Z
%
♂
（
］
E
品〕｛）一

｛
川
一
」
む
コ
ク
与
一
一
加
を
い
仏
、
一
v
J
F
J
平
タ
ベ
？
ス
に
主
戸
ノ
六
れ
わ
れ
J
ま
ず
達
川
上
村
仇
び
叫
っ
試
判
肝
小
ノ
抹
殺
を
得
る
P
」
止
に

一
2
5
カ
m
l
v
つ
れ
た
f
ま
た
、
新
聞
お
よ
び
↓
1
1
ス
雑
誌
｛
ω記
半
ノ
〆
一
投
与
フ
Z
2
1
、
き
J
に
ノ
ォ
1
ル
ス
h
！
1
3
n
L
A
l
J
f
ル
の
y
l

々
ベ
ー
ス
？
久
引
い
ソ
れ
た
、
口
5
0
2
7
H
ん
に
E
E
2
2
2
f
h
τ
5
M
い
門
戸
二
Z
C
F
止
に
Zトリ

2
山
口
｝
一
三
住
土
川
一
。
引
い
u
n
L
何
日
九
一
f
m
調

査
対
象
で
は
な
J
m
一
て
あ
る
。
こ
j
は
、
先
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